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特 集  持続可能な開発目標（SDGｓ）

私たちが未来をつくる



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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特集 持続可能な開発目標（SDGｓ）
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「持続可能な開発目標（SDGs）」で
は、貧困問題のほか、環境、高齢化、
エネルギーなど日本にとって関係する
課題も盛り込まれた。“誰一人取り残
されない”世界に向けた取り組みが、
今まさに始まろうとしている

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



■ SDGsの17の目標

　
今
年
12
月
31
日
、
あ
る
目
標
が
期
限
を

迎
え
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

　
２
０
０
０
年
に
採
択
さ
れ
た
「
国
連
ミ

レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
に
基
づ
く
「
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
達
成
期
限
が

今
年
、
２
０
１
５
年
だ
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、

開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
に
向
け
た
８
つ

17
の
目
標
と

１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
目
標
と
21
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
設
定
さ

れ
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
踏
ま
え
た
開

発
協
力
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
最

貧
困
層
が
１
９
９
０
年
の
19
億
人
か
ら
２

０
１
５
年
の
８
億
３
６
０
０
万
人
ま
で
半

減
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
紛
争
地
域
の
人
々
や

女
性
な
ど
、
一
部
の
人
々
が
発
展
か
ら
取

り
残
さ
れ
る
不
平
等
の
存
在
も
指
摘
さ
れ

た
。

　
そ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
今
年
９
月
に

採
択
さ
れ
た
の
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
の

15
年
間
を
実
施
期
間
と
す
る
「
持
続
可
能

な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
）」※

だ
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

で
は
、
達
成
が
不
十
分
だ
っ
た
一
部
の

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
引
き
継
ぐ
と
と
も

に
、
先
進
国
を
含
め
た
世
界
全
体
の
持
続

可
能
な
発
展
に
向
け
た
目
標
や
、
先
進
国

と
開
発
途
上
国
の
協
力
関
係
を
深
め
る
た

め
の
目
標
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　「
Ｄ
、つ
ま
り
〝D

evelopm
ent

〞
が
日
本

語
で
〝
開
発
〞
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
で
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
も
途
上
国
の
問
題
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
〝
発
展
〞

と
理
解
す
れ
ば
、
世
界
全
体
の
課
題
で
あ

る
こ
と
が
よ
り
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」
と
、
公
益
財
団
法
人
地
球

環
境
戦
略
研
究
機
関
（
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）
の
森

秀
行
所
長
は
指
摘
す
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
１
９
９
２
年
に
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

さ
れ
た
行
動
計
画
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
の

延
長
上
に
あ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

特
集  
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）

私
た
ち
が

未
来
を
つ
く
る

全
て
の
人
に
よ
り
良
い
世
界
を
―
―
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
掲
げ
ら
れ
た
世
界
の
新
し
い
目
標

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）」が
、 

い
よ
い
よ
２
０
１
６
年
か
ら
始
ま
る
。

そ
こ
に
は
、私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
が
、き
っ
と
あ
る
は
ず
だ
。

編
集
協
力
：
公
益
財
団
法
人 

地
球
環
境
戦
略
研
究
機
関
（
I
G
E
S
）
森
秀
行
所
長
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「5つのP」と日本の取り組み全ての人の参画を

つの
連携携連携連

Partnership

平和和
Peace

人間
People

繁栄栄繁栄
Prosperity

Planet

グローバル・地域レベル

国レベル

ローカルレベル

国家目標・ターゲットへの
落とし込み

目標・ターゲット設定／
モニタリング・評価

実施
地球

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ） 
私たちが未来をつくる

誰
の
た
め
の
目
標
か

自
分
の
頭
で
考
え
る

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
で
は
、
社
会
の
発
展
に
必

要
な
環
境
資
源
を
保
護
・
更
新
す
る
経
済

活
動
へ
の
移
行
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
一
環

と
し
て
貧
困
削
減
な
ど
も
掲
げ
ら
れ
て
い

た
か
ら
だ
。

　
も
う
一
つ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
が
多
角
化

し
た
理
由
と
し
て
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
一
定
の
成

功
を
収
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
国
連
本
部
が
軸
と
な
っ
て
、
幅
広
い
分

野
の
取
り
組
み
を
主
導
し
た
。
そ
の
結
果
、

世
間
の
注
目
が
集
ま
り
、
目
標
達
成
に
向

け
た
新
た
な
基
金
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
し

た
こ
と
か
ら
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
参
画
し
て
い
な

か
っ
た
国
連
機
関
な
ど
が
、
よ
り
積
極
的

に
参
画
し
た
の
だ
。
中
で
も
、
明
確
な
目

標
を
掲
げ
て
国
や
企
業
、
個
人
な
ど
、
多

彩
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
手
法
は
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を

通
し
て
定
着
し
た
。

　
森
所
長
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
内
容
に
目
を

通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト

が
誰
に
向
け
た
も
の
で
、
ど
の
主
体
が
、

こ
れ
ら
に
ど
う
関
わ
っ
て
く
る
か
を
考
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
」と
強
調
す
る
。特
に
、

貧
困
や
環
境
面
の
課
題
な
ど
で
は
、
途
上

国
と
先
進
国
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん
、
一
つ

の
国
で
も
都
市
と
地
方
で
状
況
が
大
き
く

違
う
た
め
、
世
界
共
通
の
数
値
目
標
を
作

る
こ
と
は
難
し
い
。
事
実
、
今
回
、
環
境

に
関
連
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
他
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
比
べ
て
数
値
目
標
が
あ
ま
り
設

定
さ
れ
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た

分
野
で
は
、
自
治
体
や
企
業
な
ど
が
自
分

た
ち
に
合
っ
た
目
標
を
作
る
こ
と
が
極
め

て
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
目
標
を
設
定
す
る
方
法
に
は
大
き
く
分

け
て
二
つ
あ
る
、
と
森
所
長
は
説
明
す
る
。

一
つ
目
は
、「
内
側
か
ら
生
ま
れ
る
現
実
的

な
目
標
」、
も
う
一
つ
は
「
外
側
で
提
示
さ

れ
た
も
の
を
取
り
入
れ
る
目
標
」
だ
。
内

側
か
ら
の
目
標
は
、
家
庭
や
企
業
な
ど
の

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
そ
の
延
長
線
上

で
実
現
可
能
な
目
標
を
設
定
す
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
企
業
や
団
体
な
ど
が

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
一
方
、
例
え
ば
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
抜
本
的
に
削
減

す
る
こ
と
な
ど
は
「
外
部
か
ら
取
り
入
れ

る
目
標
」
に
当
た
る
。
現
実
的
な
目
標
を

定
め
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
基
本
と

な
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
科
学
的
な
視
点

か
ら
思
い
切
っ
た
目
標
を
定
め
れ
ば
、
革

新
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
開

け
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
を
象
徴
す
る
言
葉
に
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

が
あ
る
。
貧
困
、
紛
争
、
災
害
な
ど
、
過

酷
な
状
況
下
に
あ
る
人
た
ち
に
手
を
差
し

伸
べ
る
協
力
と
同
時
に
、
全
て
の
主
体
が

さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
身
近
な
課
題
を

解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
私
た
ち
皆
が
豊

か
さ
を
手
に
入
れ
る
、
新
し
い
未
来
が
見

え
て
く
る
は
ず
だ
。

私たちに何ができる？ 新たな開発目標 　　　 の特徴

「誰一人取り残されない」をキーワードに、People（人間）、Planet（地球）、Prosperity（繁栄）、
Peace（平和）、Partnership（連携）の「５つのP」に焦点を当てて取り組むことが掲げられた。

グローバル・地域レベルで策定された目標を、国やローカルレベルの政策に反映させ、
それぞれのレベルであらゆる関係者と協働しながら実施し、評価とレビューを行うことが大切。

貧困と飢餓を撲滅し、全ての人が平
等の下で、尊厳を持って健康に生き
られる環境を確保する

全ての人の豊かな生活
を確保し、自然と調和
した経済的・社会的・技
術的な進歩を目指す

全ての国・関係機関・人が、
目標達成のために協力する

恐怖や暴力のない、
平和で公正、かつ全
ての人を包み込ん
だ社会を育む

持続可能な消費と生産、
天然資源の管理、
気候変動対策などに取り組み、
地球環境を守る

ポリオの撲滅に向けて、ワクチンの
調達や予防接種キャンペーンなど
を支援（パキスタン）

アマゾンなどの熱帯林の変化を
測定し、森林や生物多様性を守
る活動を継続（ブラジル）

保健システム強化プロジェクトを、
アンゴラ・ブラジル・日本の三角協
力で実施（アンゴラ）

地雷の除去作業のために必要な
地雷探知機などの機材の調達を
支援（カンボジア）

メコン経済圏の南部経
済回廊の要衝となる「つ
ばさ橋」の建設に協力
（カンボジア）

SDGs
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近
年
、目
覚
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
、

域
内
の
経
済
的
な
結
び
付
き
も
強
ま
っ

て
い
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S

E
A
N
）。
中
で
も
、「
A
S
E
A
N
の

優
等
生
」
と
呼
ば
れ
る
国
が
、
マ
レ
ー

シ
ア
だ
。
農
業
国
か
ら
工
業
国
へ
の
転

換
に
成
功
し
、
堅
調
な
成
長
を
続
け
て

い
る
。
半
面
、
急
激
な
経
済
成
長
の
裏

で
、
交
通
渋
滞
や
大
気
汚
染
と
い
っ
た

高
い
経
済
成
長
が
も
た
ら
す

環
境
面
で
の
弊
害

都
市
環
境
問
題
が
深
刻
化
し
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
増
大
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　「
マ
レ
ー
シ
ア
の
一
人
当
た
り
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
は
、
２
０
０
５
年
時

点
で
は
10
・
4
ト
ン
で
、
２
０
２
０
年

に
は
１
・
６
倍
、
２
０
３
０
年
に
は
約

２
倍
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
」。

気
候
変
動
問
題
に
つ
い
て
詳
し
い
京
都

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
松
岡
譲
教

授
は
こ
う
指
摘
す
る
。
同
国
政
府
は
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
２
０
０
５
年
比
で
40
%
削
減
す
る

と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
た
め
、
早

い
段
階
で
手
を
打
た
な
け
れ
ば
そ
の
達

成
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
松
岡
教
授
に
よ
る
と
、
近
年
、
地
球

温
暖
化
問
題
に
対
す
る
世
界
の
取
り
組

み
姿
勢
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
。「
２
０
０
０
年
ご
ろ
ま
で
は
、
国

連
や
先
進
国
を
中
心
と
し
た
中
央
政
府

の
課
題
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
一
般

的
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
中
央
政
府
だ

け
で
な
く
、
地
方
政
府
や
市
民
も
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の

認
識
が
強
ま
り
ま
し
た
」。
マ
レ
ー
シ

ア
で
も
こ
う
し
た
機
運
が
高
ま
り
、
将

来
的
な
「
低
炭
素
社
会
」
の
実
現
に
向

け
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
見
直
し
と
い
っ
た
市
民
レ
ベ

ル
で
の
取
り
組
み
を
含
め
た
計
画
づ
く

り
が
２
０
１
１
年
に
ス
タ
ー
ト
。
現
地

の
マ
レ
ー
シ
ア
工
科
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
と
、
松
岡
教
授
を
中
心
と
す
る
日
本

の
研
究
チ
ー
ム
が
強
力
な
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
進
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
モ
デ
ル
地
域
と
な
っ
た
の
が
、

２
０
０
６
年
に
経
済
特
区
に
指

定
さ
れ
、
大
規
模
な
工
業
開
発

が
進
む
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開
発
地

域
だ
。
ま
ず
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

全
体
と
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
の
現
状

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
。
社
会

経
済
、
交
通
量
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
負
荷
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
情

報
を
整
備
し
、
そ
れ
を
将
来
的

に
ど
の
よ
う
に
変
化
さ
せ
て
い

く
の
か
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
た
。「
私
た
ち
日
本
の
研
究
チ

ー
ム
は
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
や

タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
国
々

に
対
し
て
も
、
同
様
の
政
策
づ

く
り
を
支
援
し
て
き
た
経
験
が
あ
り
ま

す
」
と
松
岡
教
授
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
最
終
的
に
マ
レ
ー
シ
ア
の

研
究
チ
ー
ム
だ
け
の
力
で
継
続
し
て
い

け
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

デ
ー
タ
の
解
析
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
で
き
る
限
り
伝
え
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
て
、
２
０
０
を
超
え
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
「
低
炭
素

社
会
ブ
ル
ー
プ
リ
ン
ト
」
が
策
定
さ
れ

た
。
植
林
活
動
、コ
ン
ポ
ス
ト
の
推
進
、

バ
ス
の
接
近
情
報
を
知
ら
せ
る
電
子
掲

示
板
の
導
入
に
よ
る
公
共
交
通
機
関
の

利
用
促
進
な
ど
、
い
く
つ
か
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
既
に
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
エ
ア
コ
ン
や
テ
レ

ビ
の
節
電
、
ご
み
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
基
づ
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
身
近
に
で
き
る
エ

コ
活
動
に
挑
戦
す
る
と
い
う
「
エ
コ
ラ

イ
フ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
だ
。

　
も
と
も
と
は
京
都
市
で
始
ま
っ
た
こ

の
取
り
組
み
を
、
今
回
、
イ
ス
カ
ン
ダ

ル
で
も
適
用
可
能
な
形
に
改
良
し
た
上

で
、現
地
の
小
学
校
23
校
で
実
施
し
た
。

す
る
と
こ
れ
が
大
き
な
反
響
を
呼
び
、

今
年
は
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
あ
る
２
２
６

低
炭
素
社
会
の
実
現
は

一
人
一
人
の
取
り
組
み
か
ら

校
全
て
の
小
学
校
で
展
開
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
松
岡
教
授
は
、「
学
校
同

士
で
競
争
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る

と
い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
し
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
」
と
話
す
。

来
年
か
ら
は
、
対
象
を
中
学
校
や
地
元

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
も
拡
大
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
ほ

か
、
周
辺
国
か
ら
も
高
い
関
心
が
集
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
低
炭
素
社
会
に
向
け
た
計
画
の
確

立
と
そ
の
実
施
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

こ
と
は
、
ま
ず
一
つ
の
成
果
で
す
」
と

松
岡
教
授
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
が
正

念
場
だ
。
今
回
策
定
し
た
計
画
を
、
２

０
２
５
年
ま
で
の
実
施
期
間
、
さ
ら
に

そ
の
先
も
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
計

画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
と
い
っ
た
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
運
用
し
、

ゆ
く
ゆ
く
は
国
内
の
他
の
地
域
に
も
普

及
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　「
こ
れ
ま
で
支
援
し
て
き
た
ア
ジ
ア

諸
国
の
研
究
者
た
ち
が
、
今
で
は
各
国

の
代
表
と
し
て
国
際
会
議
を
リ
ー
ド
す

る
存
在
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
マ
レ

ー
シ
ア
の
研
究
者
た
ち
も
着
実
に
成
長

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
材
と
組
織

づ
く
り
の
支
援
こ
そ
、
私
た
ち
が
協
力

す
る
意
義
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
松

岡
教
授
は
語
る
。
地
球
全
体
の
課
題
で

あ
る
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
も
長
い
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ）
私たちが未来をつくる

世
界
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
。

マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、「
低
炭
素
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後
押
し
す
る
の
が
、

日
本
の
強
力
な
研
究
チ
ー
ム
だ
。

環
境
に
や
さ
し
い

未
来
型
の
都
市
へ

リサイクル事業や啓発活動の
参考にするため、家庭から出
たごみの組成を調査

バイオマスエネルギーとしての
可能性を探るため、パーム油
工場を視察

イスカンダル版「エコライフチャ
レンジ」のワークブック。このチ
ェックリストに基づいて、さまざま
なエコ活動に挑戦する

プロジェクトの進捗状況について、共同研究チームのメンバーで協議（右端が松岡教授）

マレー半島の南端に位置するイスカ
ンダル開発地域は、クアラルンプール
に次ぐ第二の経済都市圏だ

ゆ
ず
る

マレーシア

from Malaysia

シンガポール

イスカンダル
開発地域

つの
連携携連携連

Partnership

平和平和
aceeeecePeacPeaPeaPeacePPP
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繰
り
返
さ
れ
る
干
ば
つ

家
畜
た
ち
が
死
ん
で
い
く

ば
つ
な
ら
、
次
の
干
ば
つ
ま
で
に
家
畜

は
増
え
る
。
し
か
し
、
３
年
や
５
年
に

一
度
の
干
ば
つ
で
は
、
家
畜
の
数
は
減

っ
て
い
く
一
方
だ
。

　
乾
燥
地
で
生
き
る
知
恵
が
、
世
界
的

な
気
候
変
動
で
脅
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

村
上
さ
ん
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
人
々
が
今
後
の
干
ば
つ
の
被
害
を

軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
干
ば
つ

に
対
す
る
強
靭
性
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。

　
協
力
の
柱
は
三
つ
あ
る
。
水
源
の
確

保
と
牧
草
地
の
有
効
利
用
、
家
畜
売
買

の
促
進
、
牧
畜
以
外
の
収
入
源
の
確
保

だ
。

　
地
元
の
人
々
は
、
水
が
足
り
な
く
な

る
た
び
に
、
よ
り
遠
く
の
放
牧
地
へ
と

移
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

水
が
無
か
っ
た
と
こ
ろ
に
水
源
を
作
れ

ば
、
そ
こ
が
新
た
な
放
牧
地
と
し
て
使

え
る
。
ま
た
、
放
牧
地
が
遠
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
、
他
の
部
族
の
生
活
圏
に
足

を
踏
み
入
れ
、
争
い
が
起
こ
る
可
能
性

が
増
え
る
。
居
住
地
に
近
い
放
牧
地
を

効
率
よ
く
活
用
す
れ
ば
部
族
間
の
衝
突

防
止
に
も
な
る
の
だ
。

　
だ
が
、
と
に
か
く
水
源
を
作
れ
ば
い

い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
対
象
と
し
た
マ
ル
サ
ビ

ッ
ト
県
に
は
、
主
に
、
家
畜
の
種
類
や

生
活
習
慣
が
異
な
る
三
つ
の
部
族
が

住
ん
で
い
る
。「
毎
日
水
を
飲
む
牛
を

中
心
に
飼
っ
て
い
る
ボ
ラ
ナ
族
は
、
水

が
比
較
的
豊
富
な
地
域
に
住
み
、
一
部

で
は
農
業
も
手
掛
け
て
い
る
の
で
、
組

合
を
作
っ
て
水
源
や
給
水
施
設
を
管
理

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
給
水
が
２
週
間

に
１
度
で
い
い
ラ
ク
ダ
を
主
な
家
畜
と

す
る
レ
ン
デ
ィ
ー
レ
族
は
移
動
能
力

が
高
く
、
一
つ
の
地
域
に
と
ど
ま
っ
て

水
源
施
設
な
ど
を
管
理
す
る
こ
と
は

苦
手
で
す
。
そ
う
し
た
習
慣
に
合
わ
せ

て
、
ボ
ラ
ナ
族
の
地
域
で
は
整
備
の
手

間
は
か
か
る
が
貯
水
量
の
大
き
な
た
め

池
を
作
り
、
レ
ン
デ
ィ
ー
レ
族
の
地
域

で
は
よ
り
小
規
模
で
管
理
が
容
易
な

給
水
施
設
な
ど
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」
と
村
上
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
家
畜
の
売
買
促
進
も
単
純
な
話
で
は

な
か
っ
た
。
干
ば
つ
が
来
る
前
に
家
畜

を
売
却
し
て
現
金
化
す
れ
ば
、
干
ば
つ

の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
こ
の
地
域
で
は
家
畜
は
生
き
た

財
産
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
普
段
は
必

要
最
小
限
し
か
手
放
さ
な
い
た
め
、
家

畜
マ
ー
ケ
ッ
ト
自
体
が
あ
ま
り
発
展
し

て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
村
上
さ
ん
は
、
子
ど
も
を
産

ん
で
家
畜
群
を
増
や
し
、
ミ
ル
ク
も
提

供
し
て
く
れ
る
雌
の
家
畜
に
着
目
し

た
。
雌
の
家
畜
は
牧
畜
民
に
と
っ
て
貴

重
な
だ
け
に
誰
も
手
放
し
た
が
ら
な
い

の
で
、
ケ
ニ
ア
北
部
の
家
畜
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
出
回
る
こ
と
は
珍
し
い
。そ
こ
で
、

他
の
地
域
か
ら
出
産
を
経
験
し
て
い
な

い
若
い
雌
の
家
畜
を
連
れ
て
き
て
、
現

地
の
市
場
で
売
っ
て
み
た
の
だ
。「
聞

き
取
り
調
査
の
結
果
、
若
い
雌
を
買
っ

た
人
の
７
〜
８
割
が
、
自
分

の
家
畜
を
売
却
し
て
現
金
を

準
備
し
た
と
答
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
新
し
い
家
畜
を

買
う
た
め
に
自
分
の
家
畜
を

市
場
で
売
る
人
は
ほ
ぼ
い
な

か
っ
た
の
で
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
、
自
分
の
家
畜

を
市
場
で
手
放
す
人
が
増
え

た
わ
け
で
す
。
私
た
ち
の
狙

い
通
り
で
し
た
」
と
村
上
さ

ん
は
言
う
。
今
後
、
他
の
地
域

の
商
人
た
ち
が
こ
の
地
域
ま

で
雌
の
家
畜
を
売
り
に
来
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
家
畜
の
売

買
は
活
発
化
す
る
は
ず
だ
。

　
地
元
の
伝
統
の
下
支
え
に

加
え
て
、
牧
畜
以
外
の
収
入

源
、
特
に
、
女
性
や
若
者
た

ち
が
収
入
を
得
る
手
段
を
作

る
の
が
、
三
つ
目
の
柱
だ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　

　「
も
と
も
と
、
ケ
ニ
ア
北
部
は
雨
が

少
な
く
、
多
く
の
場
所
で
は
ほ
と
ん
ど

農
耕
が
で
き
ま
せ
ん
。
雨
期
と
乾
期
の

サ
イ
ク
ル
を
年
２
回
繰
り
返
す
中
で
育

つ
牧
草
を
家
畜
た
ち
に
食
べ
さ
せ
る
遊

牧
は
、
こ
の
厳
し
い
環
境
に
最
も
適
し

た
生
活
ス
タ
イ
ル
で
す
」
と
日
本
工
営

株
式
会
社
の
村
上
文
明
さ
ん
は
説
明
す

る
。

　
そ
の
生
活
が
、
少
し
ず
つ
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
原
因
は
、
干

ば
つ
の
頻
度
だ
。
干
ば

つ
で
家
畜
が
衰
弱
し
て

死
ね
ば
、
人
々
は
財
産

と
食
料
を
失
う
。
そ
れ

で
も
20
年
に
一
度
の
干

「
家
畜
は
財
産
」の
考
え
尊
重

自
主
的
な
売
買
を
促
進

　
村
上
さ
ん
は
、
地
元
の
人
々
が
扱
い

慣
れ
て
い
る
ヤ
ギ
や
、
町
近
郊
で
近
年

需
要
が
伸
び
て
い
る
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
に

注
目
。
グ
ル
ー
プ
で
親
を
育
て
、
新
た

に
生
ま
れ
た
子
ヤ
ギ
や
ひ
な
を
分
け
合

う
仕
組
み
を
作
っ
た
。
女
性
た
ち
も
、

卵
を
よ
り
多
く
ふ
化
さ
せ
る
た
め
に
試

行
錯
誤
す
る
な
ど
、
自
発
的
な
努
力
を

始
め
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
現

状
を
少
し
ず
つ
改
善
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

現
金
収
入
の
手
段
を
作
り
、
干
ば
つ
へ

の
適
応
力
を
向
上
さ
せ
る
試
み
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。「
こ
の
地
域
は
、
こ
れ

か
ら
も
気
候
変
動
の
影
響
に
さ
ら
さ
れ

続
け
ま
す
。
牧
畜
民
の
伝
統
的
な
生
き

方
を
尊
重
し
た
支
援
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
」
と
村
上
さ
ん
は
力

強
く
語
っ
た
。

［上］家畜は大切な財産。「売りたい」
「新しい家畜を買いたい」と思っ
てもらうことが大切だ

［下］皆で家畜を増やして分け合う「メ
リーゴーランド方式」は、仲間同
士の絆を強化するなど、女性たち
にとって親しみやすい仕組みだ

今回のプロジェクトで作られたため池。多くの家畜が集まり、放牧の拠点となっている

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ）
私たちが未来をつくる

「
祖
父
の
時
代
は
20
年
に
一
度
、
干
ば
つ
が
あ
っ
た
。
父
の
時
代
は
10
年
に
一
度
。

そ
れ
が
今
は
、３
年
か
ら
５
年
に
一
度
、
干
ば
つ
が
起
き
る
」

気
候
変
動
に
よ
り
、
長
年
続
く
伝
統
的
な
生
活
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
ケ
ニ
ア
北
部
。

人
々
の
生
活
を
守
る
試
み
を
追
っ
た
。

乾
い
た
大
地
に
寄
り
添
う

ケニアfrom Kenya

住民集会で水の使い方を話し合う。地元
の人たちの生き方を尊重するのが、取り組
みの重要なポイントとなる

井戸で水を汲む子どもたち。集落近くに井戸を作ることで、女性や子どもたちが川まで水汲み
に行くことから解放され、勉強や仕事の時間が生まれる

マルサビット県

き
ょ
う
じ
ん
せ
い

つの
携連携携携連連連携連携携携連連連
rshipeeernenttnntnnPartPartPP
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子
ど
も
の
こ
ろ
、
ビ
デ
オ
教
材
を
使

う
授
業
が
楽
し
み
だ
っ
た
人
は
多
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
室
中
の
子
ど

も
た
ち
が
真
剣
に
映
像
を
見
つ
め
る
そ

の
目
の
輝
き
は
、き
っ
と
世
界
共
通
だ
。

そ
ん
な
〝
楽
し
い
授
業
〞
の
喜
び
が
今
、

イ
ン
ド
に
芽
生
え
つ
つ
あ
る
。

　
株
式
会
社
リ
コ
ー
は
、
コ
ピ
ー
機
や

プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
、
オ
フ
ィ
ス
向
け
の

画
像
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
な
ど
の
製

造
・
販
売
を
行
う
企
業
で
、
現
在
お
よ

そ
２
０
０
の
国
と
地
域
で
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。
同
社
で
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
M
D
G
ｓ
）
に
対
し
て
企

業
と
し
て
何
が
で
き
る
か
と
い
う
議
論

を
経
て
、〝
本
業
を
通
じ
た
〞
社
会
貢

献
と
自
社
の
成
長
の
両
立
を
目
指
し
、

２
０
１
１
年
か
ら
イ
ン
ド
の
貧
困
層
向

け
教
育
支
援
を
始
め
た
。

　
イ
ン
ド
は
、
教
育
の
ア
ク
セ
ス
や
授

業
の
質
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
と
同
時
に
、
市
場
と
し
て
の
期
待

も
大
き
い
。
リ
コ
ー
は
当
初
か
ら
、
世

界
で
子
ど
も
の
支
援
活
動
を
行
う
国
際

援
助
団
体「
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
」

と
連
携
し
、
同
国
地
方
部
の
小
学
校
で

印
刷
機
を
活
用
し
て
、
教
育
の
質
の
向

上
を
目
指
し
た
。

　「
社
会
的
課
題
が
多
く
あ
る
地
域
で

し
た
か
ら
、
支
援
を
展
開
す
る
意
義
は

大
い
に
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
実
際

企
業
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
探
し
て

に
は
政
府
の
予
算
や
教
員
支
援
の
仕
組

み
が
不
十
分
だ
っ
た
り
、
教
員
の
キ
ャ

パ
シ
テ
ィ
ー
が
不
足
し
て
い
た
り
と
、

活
動
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
の
で
す
」。
そ
う
振
り
返
る
の
は
、

同
社
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
推
進
本
部
社

会
環
境
室
C
S
R
グ
ル
ー
プ
の
赤
堀
久

美
子
さ
ん
だ
。
13
年
か
ら
は
、
企
業
と

の
連
携
に
よ
り
低
所
得
者
層
向
け
ビ
ジ

ネ
ス
を
促
進
す
る
J
I
C
A
の
事
業
も

利
用
し
、
将
来
の
事
業
化
を
視
野
に
入

れ
て
、新
た
な
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。

　
活
動
の
中
心
は
、
映
像
と
音
声
を
使

っ
た
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
制
作
す
る
こ

と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
教
え

方
を
伝
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
実
際
に

教
室
で
リ
コ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

活
用
し
て
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
の
３

点
だ
。
首
都
デ
リ
ー
、
ビ
ハ
ー
ル
州
、

テ
ラ
ン
ガ
ナ
州
（
当
時
は
ア
ン
ド
ラ
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
）
の
３
地
域
か
ら
各
10

校
、計
30
の
公
立
小
学
校
を
対
象
と
し
、

ニ
ー
ズ
調
査
や
教
員
研
修
、
模
擬
授
業

と
包
括
的
な
活
動
を
通
し
て
教
育
の
質

の
向
上
を
図
っ
た
。

　「
映
像
を
生
か
し
た
デ
ジ
タ
ル
教
材

は
、
理
科
で
の
人
体
の
構
造
や
水
の
循

環
な
ど
、
教
科
書
だ
け
で
は
理
解
し
に

く
い
内
容
を
教
え
る
の
に
適
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
た
だ
映
像
を
見
せ
る
だ
け

で
な
く
、
体
験
型
の
簡
易
実
験
キ
ッ
ト

な
ど
と
も
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
学

ん
だ
こ
と
を
実
生
活
に
生
か
せ
る
よ
う

に
工
夫
し
ま
し
た
」

　
イ
ン
ド
の
農
家
で
は
、
繁
忙
期
に
な

る
と
手
伝
い
の
た
め
に
子
ど
も
を
学
校

に
通
わ
せ
な
い
家
庭
も
あ
る
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
子
ど
も

が
家
で
授
業
の
話
を
し
た
り
、
学
校
で

得
た
知
識
を
生
活
の
中
で
役
立
て
た
り

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
通
じ
た
、

保
護
者
の
啓
発
だ
。

　
さ
ら
に
、「
使
い
や
す
さ
も
重
視
し

ま
し
た
」
と
赤
堀
さ
ん
。
機
器
の
操
作

は
も
ち
ろ
ん
、
ど
う
い
う
場
面
で
ど
ん

な
映
像
を
見
せ
る
べ
き
な
の
か
を
理
解

し
て
授
業
を
行
う
こ
と
が
教
員
に
と
っ

て
望
ま
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
教
員
自

ら
映
像
の
コ
ン
テ
ン
ツ
も
作
れ
る
よ
う

研
修
を
行
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

扱
う
の
も
初
め
て
、
と
い
う
参
加
者
も

い
た
が
、
現
地
地
方
政
府
の
教
員
研
修

担
当
部
署
と
協
力
し
て
指
導
す
る
中

映
像
を
使
っ
て

授
業
を
楽
し
く

で
、
次
第
に
、
簡
単
な
動
画
の
編
集
な

ど
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
に

実
施
し
た
模
擬
授
業
で
は
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
、
映
像
の
内
容
が
向
上
し
、

実
験
や
体
感
す
る
内
容
も
う
ま
く
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

イ
ン
ド
で
は
、
先
生
が
一
方
的
に
話
す

授
業
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
模
擬
授
業

は
動
画
や
実
験
に
加
え
て
先
生
の
質
問

も
増
え
、
子
ど
も
た
ち
に
「
楽
し
か
っ

た
！
」
と
大
好
評
。
何
よ
り
教
え
る
側

の
教
員
も
生
き
生
き
し
始
め
、
授
業
が

活
発
化
し
た
。

　
今
年
８
月
に
テ
ラ
ン
ガ
ナ
州
で
行
わ

れ
た
最
終
報
告
会
で
は
、
転
勤
先
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
駆
け
つ
け
て
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
成
果
を
発
表
し
て
く
れ
た
教
員
も

い
る
。
さ
ら
に
、
模
擬
授
業
の
評
判
を

聞
い
て
、
子
ど
も
を
私
立
校
か
ら
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
あ
る
公
立
校
に
転
校
さ
せ

た
保
護
者
も
い
る
と
い
う
。

　「
私
た
ち
C
S
R
部
門
で
は
、
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）
の
採

択
を
受
け
、
今
後
、
自
社
の
事
業
を
通

し
て
ど
う
社
会
に
貢
献
で
き
る
か
、
改

め
て
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
イ

ン
ド
で
現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

事
業
部
と
連
携
し
て
、
社
会
の
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

そ
う
語
る
赤
堀
さ
ん
は
、
S
D
G
ｓ
を

ベ
ー
ス
に
社
内
を
、
そ
し
て
社
会
を
つ

な
い
で
い
た
。

プロジェクターは停電の多いインド
でも使いやすいよう、バッテリーの
活用方法なども検討中。映像や実
験キットを使うことで、先生と児童
のアイコンタクトも増え、双方向の
授業になった

テランガナ州で保護者にヒアリ
ング調査をする赤堀さん（中央）
○C Save the Children

［上］教員それぞれが、授業のどんな場
面でデジタル教材や体験を取り
入れるか計画を作った　
○C Save the Children

［下］授業を受ける子どもたち。デジタル
教材を使った授業を午後に実施
することで、児童が途中で帰るの
を防ごうとする学校も

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ）
私たちが未来をつくる

教
員
が
一
方
的
に
話
す
授
業
が
多
く
、

教
材
や
実
験
機
材
な
ど
も
不
足
し
て
い
て

〝
分
か
り
や
す
い
授
業
〞
の
実
施
が
難
し
い
イ
ン
ド
。

そ
こ
で
、
日
本
の
民
間
企
業
が
自
社
製
品
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、

イ
ン
ド
の
教
育
の
質
を
高
め
る
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

世
界
の
学
び
舎
に

分
か
る
喜
び
を

India インドfrom

つの
連携携連携連
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現
在
、
ア
フ
リ
カ
で
は
、
地
域
一
帯

の
発
展
を
後
押
し
す
る
大
規
模
な
「
経

済
回
廊
」
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
そ

の
一
つ
が
、
東
ア
フ
リ
カ
の
国
々
を
結

ぶ
「
中
央
回
廊
」
だ
。
ケ
ニ
ア
か
ら
ウ

ガ
ン
ダ
を
経
由
す
る
北
部
回
廊
と
並
行

し
て
内
陸
部
へ
と
延
び
る
こ
の
交
通
網

は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
大
都
市
ダ
ル
エ
ス

サ
ラ
ー
ム
を
起
点
に
、
ル
ワ
ン
ダ
や
ブ

ル
ン
ジ
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
西
部
ま

で
を
結
ぶ
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
、
近

隣
の
経
済
を
背
負
っ
て
い
る
。

　
そ
の
重
要
性
は
古
く
か
ら
認
知
さ
れ

て
お
り
、
東
は
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
か

ら
西
は
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
湖
沿
い
の
キ
ゴ

マ
ま
で
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
東
西
に
横
断

す
る
中
央
鉄
道
は
、
ド
イ
ツ
が
こ
の
地

域
を
支
配
し
て
い
た
20
世
紀
初
頭
に
建

変
わ
り
ゆ
く
川
の
流
れ
に

脅
か
さ
れ
な
い
鉄
道
を

設
が
始
ま
り
、
そ
の
後
も
同
国
の
物
流

の
柱
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た
。

　
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
物
流
を
支
え
て
き
た
中
央
鉄
道

だ
が
、
全
盛
期
に
は
年
間
１
４
０
万
ト

ン
あ
っ
た
輸
送
量
が
、
現
在
で
は
20
〜

25
万
ト
ン
と
大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、日
本
は
世
界
銀
行
と
協
力
し
、

中
央
鉄
道
の
整
備
と
活
性
化
を
目
指
し

て
い
る
。
日
本
が
担
当
す
る
の
は
、
ダ

ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
か
ら
内
陸
に
２
８
０

キ
ロ
ほ
ど
入
っ
た
キ
ロ
サ
を
起
点
に
グ

ル
ウ
ェ
ま
で
80
キ
ロ
の
区
間
だ
。
世
界

銀
行
は
こ
れ
以
外
の
区
間
の
ほ
か
、
老

朽
化
し
た
機
関
車
の
更
新
な
ど
を
担
当

し
て
い
る
。

　
日
本
が
こ
の
地
域
を
担
当
す
る
の
に

は
理
由
が
あ
る
。
こ
の
地
域
で
は
、
洪

水
時
の
川
岸
の
浸
食
に
よ
り
、
線
路
の

下
の
地
盤
が
削
ら
れ
て
レ
ー
ル
が
宙
に

浮
い
て
し
ま
う
な
ど
の
被
害
が
生
じ
て

い
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
２
年
間
で

最
大
１
８
０
メ
ー
ト
ル
も
川
岸
が
浸
食

さ
れ
た
部
分
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
支
川

を
ま
た
ぐ
部
分
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
排
水
路
（
カ
ル
パ
ー
ト
）
の
上
に

線
路
を
設
置
し
て
い
る
が
、
排
水
路
の

大
き
さ
が
不
十
分
な
ど
の
理
由
で
線
路

が
流
さ
れ
た
り
、
浸
水
し
た
り
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
洪
水
被
害
で
し
ば
し
ば

列
車
の
運
行
が
止
ま
る
た
め
、
輸
送
業

者
が
中
央
鉄
道
の
利
用
を
敬
遠
す
る
こ

と
が
、
輸
送
量
低
下
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
日
本

の
協
力
で
は
線
路
を
で
き
る
だ
け
川
か

ら
離
れ
た
高
台
へ
移
設
す
る
こ
と
や
護

岸
工
事
の
実
施
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
こ
の
点
、
日
本
で
は
河
川
管
理

者
が
治
水
を
含
め
た
河
川
管
理
を
行
っ

て
お
り
、
鉄
道
を
整
備
す
る
に
あ
た
っ

て
は
洪
水
対
策
を
考
慮
す
る
必
要
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

　
一
方
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
は
治
水
を
担

う
官
公
庁
が
な
い
た
め
、
単
な
る
鉄

道
の
整
備
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
総
合
的

な
浸
水
対
策
を
ど
こ
ま
で
組
み
込
め

る
か
が
焦
点
だ
。
中
央
鉄
道
の
整
備

に
よ
っ
て
、
か
つ
て
と
同
じ
年
間
１
４

０
万
ト
ン
規
模
の
輸
送
が
実
現
す
れ

ば
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
国
内
の
産
業
振
興
に

つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
ル
ワ

ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
な
ど
内
陸
国
の
流
通

事
情
を
改
善
で
き
る
。

　
近
隣
の
内
陸
国
に
と
っ
て
は
、
タ
ン

ザ
ニ
ア
国
境
と
自
国
の
消
費
地
を
つ
な

ぎ
、
鉄
道
輸
送
を
補
完
す
る
道
路
交
通

網
も
大
切
に
な
る
。
海
か
ら
陸
へ
の
流

通
コ
ス
ト
が
、
そ
の
ま
ま
国
内
の
物
価

や
産
品
の
輸
出
に
影
響
す
る
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、中
央
鉄
道
の
改
修
と
併
せ
て
、

道
路
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
昨
年
12
月
に
完

工
し
た
ル
ス
モ
橋
だ
。

　
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ル
ワ
ン
ダ
の
国
境
に

内
陸
国
の
経
済
支
え
る

海
か
ら
の
物
流
網

位
置
す
る
ル
ス
モ
橋
は
タ
ン
ザ
ニ
ア
の

ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
か
ら
ル
ワ
ン
ダ
の

首
都
キ
ガ
リ
ま
で
を
結
ぶ
中
央
回
廊
上

に
あ
り
、
越
境
す
る
た
め
に
必
要
な
通

関
手
続
き
を
行
う
施
設
に
近
い
こ
と
も

あ
っ
て
、
両
国
を
つ
な
ぐ
玄
関
口
と
な

る
場
所
だ
。
し
か
し
、
１
車
線
し
か
な

か
っ
た
橋
が
老
朽
化
し
、
通
過
す
る
車

両
に
は
厳
し
い
重
量
制
限
が
課
せ
ら
れ

て
い
た
た
め
、
迂
回
す
る
車
も
多
く
、

改
修
前
は
一
日
に
50
台
程
度
し
か
利
用

し
て
い
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
が
、
橋
の
架
け

替
え
と
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
・
ル
ワ
ン
ダ
両

国
で
の
国
境
施
設
、総
合
管
理
事
務
所
、

貨
物
検
査
施
設
な
ど
の
建
設
だ
。
こ
れ

ま
で
、
旧
ル
ス
モ
橋
を
渡
れ
な
い
８
ト

ン
以
上
の
大
型
車
両
は
走
行
距
離
が
４

０
０
キ
ロ
も
長
く
な
る
北
部
回
廊
経
由

で
物
資
を
運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
が
、
新

ル
ス
モ
橋
の
開
通
以
降
は
同
橋
を
経
由

し
て
直
接
ル
ワ
ン
ダ
国
内
に
入
れ
る
よ

う
に
な
り
、
通
過
車
両
は
一
日
１
５
０

台
程
度
ま
で
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
国

境
施
設
に
は
出
国
・
入
国
の
手
続
き
を

一
カ
所
で
行
う
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ボ

ー
ダ
ー
ポ
ス
ト
」も
導
入
さ
れ
て
お
り
、

開
通
式
で
は
、
ル
ワ
ン
ダ
・
イ
ン
フ
ラ

省
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ム
ソ
ニ
大
臣
が「
国

境
に
お
け
る
通
関
手
続
き
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
化
は
、
経
済
回
廊
の
障
害
物
を
取

り
除
く
」と
完
成
の
意
義
を
強
調
し
た
。

今
後
の
流
通
改
善
に
対
す
る
地
元
の
期

待
も
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。

中央鉄道の起点、ダルエスサラーム駅。
背後に発展を象徴する摩天楼が見える

特集 持続可能な開発目標（SDGｓ）
私たちが未来をつくる

全
世
界
の
陸
地
の
２
割
の
広
さ
に
54
の
国
。
世
界
の
６
人
に
１
人
、
11
億
人
が
住
む

広
大
な
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
経
済
発
展
の
た
め
に
、
物
流
網
の
構
築
は
不
可
欠
だ
。

そ
こ
で
、
地
域
の
軸
と
な
る
交
通
・
物
流
網
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

経
済
回
廊
が
い
ざ
な
う

繁
栄
の
道
の
り

Tanzania
タンザニア

from

つの
連携携連携連

Partnership

平和平和
acececececeePeacPePePeaPe cePPP

地地球地球地球球球
PllaaaaneeeetPllllalalaannenenet

人人人間間人人人間間
Peooplopleee

繁栄栄栄繁栄
Prosperity

川の流れが変わったため、足元が完全にえぐられてしまった線路。大きな
移設で再発を防ぐ予定だ

ダルエス
サラーム

グルウェ駅で停車中の旅客列車。日本の協力は、浸水の多いこの地域の通行を確実にする

重い車両が通れるようになったルスモ橋と、併設された国境手続き施設。タンザニア・ルワンダ間の物流の可能性が
格段に広がる

う   

か
い
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S
D
G
ｓ
に
取
り
組
む

N
G
O
を
応
援
、「
つ
な
ぐ
」

　
現
在
、
日
本
に
は
４
０
０
以
上
の
国
際

協
力
N
G
O
が
あ
る
。「
国
際
協
力
N
G
O

セ
ン
タ
ー（
J
A
N
I
C
）」
は
、
こ
れ
ら
の

団
体
同
士
を
つ
な
ぎ
、
政
府
や
企
業
と
の

対
話
や
市
民
の
N
G
O
理
解
を
促
進
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
だ
。
N
G
O
が
活
動

し
や
す
い
社
会
を
つ
く
り
、
よ
り
効
果
的
に

力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
開
発
途
上
国
で
は
、
国
際
社
会

が
協
力
し
て
援
助
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

極
度
の
貧
困
や
飢
餓
が
改
善
し
て
き
た
。
そ

の
半
面
、
環
境
や
格
差
、
人
権
な
ど
、
新
た

な
課
題
も
数
多
く
浮
上
し
て
い
る
。

　
援
助
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
N
G
O
は
、

現
場
で
実
際
に
起
き
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、

問
題
を
提
起
で
き
る
立
場
に
あ
る
。
J
A
N

I
C
は
、
S
D
G
ｓ
採
択
の
過
程
で
も
、
現

場
の
声
を
す
く
い
上
げ
て
国
際
機
関
や
政

府
機
関
と
の
議
論
の
場
に
届
け
て
き
た
。

　
開
発
途
上
国
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
世
界

の
課
題
に
挑
戦
す
る
S
D
G
ｓ
を
達
成
す

る
た
め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
人
を
巻
き
込
ん
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
に
な
る
。J
A
N
I
C
で
は
、

国
際
協
力
N
G
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、市
民
や
企
業
に
S
D
G
ｓ
を
周
知
し
、

協
働
し
て
い
く
た
め
に
活
動
を
展
開
。
世

界
共
通
の
目
標
で
あ
る
S
D
G
ｓ
を
、
日
本

国
内
の
社
会
や
経
済
の
課
題
と
関
連
付
け
、

共
に
問
題
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

水
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特集 持続可能な開発目標（SDGｓ）
私たちが未来をつくる

「持続可能な開発目標（SDGｓ）」が目指すもの。それは、開発途上国の
問題だけでなく、環境や暮らしに関する国際社会全体の課題の改善だ。
身近な課題に目を向け、まずは国内でできることから取り組んでみよう。

広げよう、  身近な取り組み！

時間預託制度を活用したボランティアで、高齢者の介助をする人特技を生かしてグループホームで書道教室を開いた

私

高齢化社会に「助け合い」の輪を

特定非営利活動法人

ニッポン・アクティブライフ・クラブ（NALC）

たちは、自立・奉仕・助け合い

をモットーに、高齢化社会に

ふさわしい地域社会づくりを推進し

ています。もともとは、定年を迎えた

人が生きがいを持って暮らせるよう

にと考えて活動を始めました。次第

に、その手段として、余暇を利用した

ボランティア活動が活発化し、現在

のように、中高齢者がお手伝いの必

要なお年寄りの家事や外出を介助し

たり、庭木の手入れなどを行ったりす

るようになったのです。

　特徴ある取り組みとして「時間預

託制度」が挙げられます。これは、ボ

ランティアに参加した人が、活動に

従事した時間を１時間につき１点と

して“貯蓄”しておき、自分が困ったと

きには、その点数を利用して支援が

受けられるというものです。

高齢化

グ ルグローバルグログローバルグローバルバルグローグローバルググ ルグローバル 地域・地域地域地域・・・地域レ ルレベルベルレベルレベルレレベル

ローカルレベル

国家目標・ターゲットへの
落とし込み

目標・ターゲット設定／
モニタリング・評価

実施

　現在、NALCは全国に約18,000人

の会員がいます。会員がこの制度を

利用すれば、自分自身の老後のため

に点数を貯めておけるだけでなく、

離れて暮らす高齢の両親の介助を、

その地域のNALC会員にお願いする

こともできるのです。この制度は、海

外にいる日本人駐在員の間でも評判

を呼び、現在はイギリス、アメリカ、

スイスの３つの海外拠点でも日本人

を中心に活動が広がっています。

　定年を迎え、新たな生きがいを求

めている人々の活力を借りて、困って

いるお年寄りをお手伝いするのが、

私たちの考える高齢化社会を生きる

知恵です。ぜひアジアなどでもこの

ような活動を展開し、「助け合い」の

輪を広げていけたらと思います。

世

水を切り口に持続可能な未来を考える

特定非営利活動法人

ウォーターエイドジャパン

界では、現在も約６億5,000

万の人が安全な飲み水を手

に入れることができず、約23億人はト

イレを使うことができない状況にあり

ます。私たちは、こうした地域に安全

な水と衛生的なトイレを届けたり、

人々の衛生に対する意識の改善を支

援したりすることを目的に活動してい

ます。

　世界の水を取り巻く問題は、私たち

の生活と無縁ではありません。なぜな

ら、日本が海外から輸入している食料

の産地や製品工場では、水を使わな

い所はないからです。私たちは、輸入

品を通して、時には水不足の地域の

水をも使っていることになります。国

内でも、下水道設備の老朽化や人口

減少による水道事業の継続不安な

ど、水をめぐる課題は少なくありませ

ん。

　ウォーターエイドが実施している

学校での出前授業や市民向けのイベ

ント、セミナーは、こうした現状を知

り、行動につなげてもらうための啓発

活動です。ボランティアメンバーと協

力して、水問題を分かりやすく伝える

教材を開発したり、ディスカッション

をリードしたりしながら参加者の理解

を促しています。

　また、他のNGO団体との共催で「自

ら考える未来のコミュニティ―SDGs

の上手な使い方」と題したセミナーと

フィールドワークも実施。参加者の中

には、町づくりや日本の水道の未来に

高い関心を持つ人も多いようです。た

だSDGｓを勉強するのではなく、フィ

ールドワークを通じて国内の水利用

の現場に触れる中で、SDGsが掲げる

目標を自分たちの町づくりの「物差

し」や「点検項目」として使うことがで

きないか、参加者と共に考える機会と

なっています。

フィールドワークでは、地下水を熱源として利用したビニールハウスなども見学する

国レベル国レベル国レ ル国レ ル国国国レ国レベル国レベル国レベル国レベル

企業向けに「グローバル人材育
成プログラム」を実施し、国際協
力の潮流やSDGｓを紹介した



　「
２
人
１
組
に
な
っ
て
、
配
水
管
の
水
漏
れ

を
止
め
ま
し
ょ
う
」

　
職
員
の
開
始
の
合
図
と
と
も
に
、
配
水
管

の
割
れ
目
か
ら
勢
い
よ
く
水
が
吹
き
出
し
た
。

「
真
ん
中
に
メ
ジ
ャ
ー
を
当
て
て
！
」「
向
こ

う
側
を
抑
え
て
！
」。声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、

懸
命
に
漏
水
の
修
繕
を
行
う
の
は
、
タ
ジ
キ

ス
タ
ン
の
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
エ
ブ
・
ル
ス
タ
ム
さ

ん
と
、
パ
ラ
オ
の
イ
ヤ
ー
・
ク
レ
オ
フ
ァ
ス

さ
ん
だ
。

　
パ
イ
プ
の
表
面
を
ヤ
ス
リ
で
磨
い
た
後
、

漏
水
箇
所
の
位
置
を
測
定
。
そ
こ
に
、「
ク
ラ

ン
プ
」
と
呼
ば
れ
る
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
て
固

定
す
る
。
も
の
の
10
分
ほ
ど
で
全
工
程
を
こ

な
し
た
２
人
。
最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
職

員
に
よ
る
判
定
は
、「N

o leakage!

（
水
漏

れ
無
し
）」。
修
繕
作
業
は
無
事
に
成
功
し
た

よ
う
だ
。

　
９
月
下
旬
か
ら
約
１
カ
月
半
に
わ
た
り
、

開
発
途
上
国
で
の
漏
水
防
止
対
策
の
強
化
を

目
的
と
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修
コ
ー
ス
が
日

本
で
開
催
さ
れ
、
８
カ
国
か
ら
11
人
の
行
政

官
や
技
術
者
が
参
加
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
こ
こ
静
岡
県
浜
松
市
の
研
修
施
設
で
は

漏
水
の
修
繕
技
術
を
学
ぶ
実
習
が
行
わ
れ

た
。
講
師
を
務
め
た
浜
松
市
上
下
水
道
部
の

職
員
は
、
パ
イ
プ
が
鉄
製
の
場
合
と
ビ
ニ
ー

ル
製
の
場
合
、
断
水
す
る
場
合
と
し
な
い
場

合
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
お
け
る
修

繕
の
方
法
を
指
導
し
た
。
初
め
て
修
繕
に
挑

戦
し
た
と
い
う
ル
ス
タ
ム
さ
ん
は
、「
使
用
す

る
機
材
は
日
本
と
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
と
で
異
な

皆
さ
ん
に
探
し
て
も
ら
い
ま
す
」。
使
用
す
る

の
は
、
地
下
で
水
が
漏
れ
て
い
る
か
す
か
な

音
を
聴
き
な
が
ら
、
そ
の
場
所
を
特
定
す
る

漏
水
探
知
機
だ
。「
住
宅
地
の
よ
う
な
場
所
で

は
、
車
が
通
る
と
音
が
聴
こ
え
に
く
く
な
り

ま
す
し
、
周
辺
の
家
庭
で
使
わ
れ
て
い
る
水

道
水
の
音
と
漏
水
の
音
を
聴
き
分
け
る
の
に

は
、
経
験
が
必
要
で
す
」
と
、
鶴
田
さ
ん
は

漏
水
探
知
の
難
し
さ
を
説
明
す
る
。

　
一
人
ず
つ
実
技
に
臨
ん
だ
研
修
員
た
ち
は
、

時
折
、
悩
ん
だ
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
も
、

全
員
が
漏
水
箇
所
を
探
し
当
て
る
こ
と
が
で

き
た
。
翌
日
は
、
現
場
に
重
機
が
入
っ
て
地

面
を
掘
り
起
こ
し
、
実
際
に
漏
水
の
修
繕
工

事
を
実
施
。
研
修
員
た
ち
は
、
そ
の
様
子
を

視
察
し
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ポ
パ
ル
・

ハ
ジ
ブ
ラ
さ
ん
は
、「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
活

用
し
て
漏
水
を
迅
速
に
探
知
す
る
手
法
を
知

り
、
驚
き
ま
し
た
。
今
後
、
母
国
で
も
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き
る
よ
う
に
働
き
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　
研
修
を
通
じ
て
、
浜
松
市
側
に
も
変
化
が

生
ま
れ
て
い
る
。「
昨
年
、
初
め
て
研
修
を
実

施
し
た
後
、
多
く
の
職
員
が
英
語
の
大
切
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
月
に
２
回
、

部
内
で
英
語
の
勉
強
会
を
開
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」
と
、
自
身
も
勉
強
会
に
参
加
し
て

い
る
上
下
水
道
総
務
課
の
亀
田
貴
子
さ
ん
は

話
す
。
毎
回
、
若
手
を
中
心
に
10
人
以
上
が

集
ま
っ
て
英
語
の
勉
強
に
励
ん
で
い
て
、
今

年
の
研
修
で
は
、
こ
う
し
た
職
員
が
率
先
し

て
研
修
員
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
最
後
に
、
鶴
田
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
の
目
標

を
尋
ね
る
と
、「
途
上
国
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
に
貢
献
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
最
終

的
に
は
、
地
元
企
業
の
海
外
展
開
の
足
掛
か

り
と
な
る
な
ど
、
浜
松
市
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
語
っ
た
。
海
を
越
え
た
交
流
が
、
お
互

い
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
未
来
を
描
い
て
い

く
は
ず
だ
。

開
発
途
上
国
に
と
っ
て
深
刻
な

「
無
収
水
」問
題

面積約1,558km2で、岐阜県高山市
に次いで全国２位。人口は約81万人
で、2007年には全国で16番目となる
政令指定都市となった。楽器、輸送
用機器、繊維の三大産業を中心とし
て発展を遂げ、世界的ブランドに成長
したメーカーも数多い。市は13年度に、
国際化の指針となる「国際戦略プラ
ン」を策定。水、農業、観光などのさま
ざまな分野で、国際展開に向けた取り
組みを推進している。

静岡県浜松市

漏水の修繕に挑戦するルスタムさん（左）とクレオファスさん（右）。研修には多くの実習が取り入れられている

街を歩けば、配水管から漏れた水が、道路にも溢れ出している―。
そんな環境の国が、世界にはまだ数多く存在する。

この問題の解決に生かされているのが、日本の自治体で培われてきた技術だ。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

46

り
ま
す
が
、
教
わ
っ
た
技
術
は
母
国
で
も
非

常
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

　
も
と
も
と
名
古
屋
市
が
行
っ
て
い
た
こ
の

研
修
は
、
昨
年
か
ら
、
浜
松
市
、
豊
橋
市
、
三

重
県
の
３
つ
の
自
治
体
が
加
わ
り
、
一
部
の

コ
ー
ス
を
合
同
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

浜
松
市
が
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た

の
が
、
市
の
上
下
水
道
総
務
課
で
国
際
展
開

事
業
を
担
当
す
る
鶴
田
喜
久
さ
ん
だ
。
４
年

前
、
上
水
道
管
理
に
関
す
る
専
門
家
と
し
て

南
米
の
パ
ラ
グ
ア
イ
に
派
遣
さ
れ
た
鶴
田
さ

ん
は
、
浄
水
場
で
生
産
さ
れ
た
水
の
う
ち
、

利
用
者
ま
で
届
か
ず
に
失
わ
れ
る
「
無
収
水
」

が
多
い
と
い
う
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

「
多
く
は
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が
原

因
で
す
が
、
パ
イ
プ
に
穴
を
開
け
て
水
を
盗

む
と
い
う
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
行
為
も

起
き
て
い
ま
す
」
と
鶴
田
さ
ん
は
話
す
。

　
一
方
、
浜
松
市
の
無
収
水
率
は
わ
ず
か
６

％
。
そ
の
裏
に
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

き
た
漏
水
防
止
の
技
術
や
、
定
期
的
な
設
備

の
点
検
と
い
っ
た
職
員
の
地
道
な
努
力
が
あ

る
。「
設
備
を
一
新
す
る
に
は
お
金
が
掛
か
り
、

途
上
国
で
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
技
術
者
の
育
成
の
た
め
に
何
か
貢
献

で
き
な
い
か
と
思
い
、
こ
の
研
修
に
参
加
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
」。

　
浜
松
市
で
の
研
修
は
全
部
で
５
日
間
。
２

日
目
、
研
修
員
た
ち
は
住
宅
地
の
一
角
に
向

か
っ
た
。「
今
、
こ
の
周
辺
で
は
実
際
に
配
水

管
の
漏
水
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の
場
所
を

市内の住宅地で行われた漏水探知の実習
常に研修員の様子に気を配り、
アドバイスする鶴田さん

市内の中山間地域で使われている簡易ろ過装置につ
いても説明があった。石と砂だけで作ることができ、途上
国でも適用しやすいという

研修の合間、市の職員からお茶の作法を習う研修員たち

変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
の
は

研
修
員
だ
け
で
は
な
い

浜 松  市
［  静岡県  ］

浜松市
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２
時
間
目
が
始
ま
っ
た
聖
徳
学
園
高
等
学

校
２
年
１
組
の
教
壇
に
は
３
人
の
先
生
が
立

っ
て
い
る
。
国
語
科
の
先
生
が
２
人
、
そ
し

て
中
央
で
授
業
を
取
り
仕
切
る
の
は
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
だ
。
こ
の
一
風
変
わ
っ
た

授
業
は
、
同
校
が
力
を
入
れ
る
「
国
際
貢
献

授
業
」。
そ
の
特
長
は
、
一
部
の
生
徒
や
特
定

の
期
間
に
限
っ
た
活
動
で
は
な
く
、
週
１
回

あ
る
総
合
の
時
間
を
活
用
し
て
、
高
校
２
年

生
に
な
っ
た
生
徒
全
員
が
年
間
を
通
し
て
国

際
協
力
に
つ
い
て
学
び
・
考
え
・
実
践
す
る
、

と
い
う
点
だ
。

　
前
期
は
J
I
C
A
の
協
力
の
下
、
J
I
C

A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
者
７
人
を
講
師
に

招
き
、
全
７
ク
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
開

発
途
上
国
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
各
生

徒
が
調
べ
学
習
を
重
ね
、
現
在
は
、〝
日
本
に

い
な
が
ら
で
き
る
貢
献
〞
の
方
法
を
グ
ル
ー

プ
で
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
考
え
て
い
る

段
階
だ
。

　
こ
の
日
、
２
年
１
組
は
グ
ル
ー
プ
活
動
の

真
っ
最
中
。
生
徒
た
ち
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者
か
ら
聞
い
た
地
域

の
現
状
に
つ
い
て
の
講
義
を
踏
ま
え
、「
日
本

で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
特
産
の
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の

販
路
を
開
拓
す
る
」「
テ
ロ
の
現
場
を
避
け
た

ル
ー
ト
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
観
光
業
を
再
建
す
る
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
協
力
の
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
い
た
。

　
取
り
組
む
姿
勢
は
、
真
剣
そ
の
も
の
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
こ
れ
は
単
な
る
座
学
で
は

な
く
、
数
カ
月
後
に
は
ア
イ
デ
ア
を
実
際
に

行
動
に
移
す
「
国
際
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

だ
か
ら
だ
。
し
か
も
、
そ
の
過
程
で
生
徒
は
、

自
分
の
考
え
を
論
文
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
に
ま
と
め
て
J
I
C
A
職
員
や
講
義

を
担
当
し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
者

を
前
に
発
表
し
た
り
、
ア
イ
デ
ア
の
実
践
後

に
は
、
結
果
を
論
文
に
仕
上
げ
て
報
告
し
た

り
す
る
。
実
践
を
重
視
し
つ
つ
、
書
く
力
や

発
信
力
も
問
わ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
だ
か

ら
こ
そ
、
国
語
科
の
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

必
要
に
な
る
の
だ
。

　「
当
初
、
こ
ん
な
授
業
を
担
当
す
る
と
は
思

っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
」。そ
う
語
る
の
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
国
際
貢
献
授

業
を
総
括
す
る
山
名
和
樹
さ
ん
だ
。
山
名
さ

ん
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
・
大
学
院
で
心
理

学
を
勉
強
し
、
卒
業
後
も
現
地
の
小
学
校
で

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
１
年
間
勤
務
し
て
い

た
。
聖
徳
学
園
で
の
勤
務
は
８
年
目
を
迎
え

る
。
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
結
び
付
く

直
接
の
き
っ
か
け
は
、
昨
年
訪
れ
た
フ
ィ
ジ

ー
で
の
経
験
だ
。
ア
メ
リ
カ
資
本
の
有
名
ホ

テ
ル
や
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
ぶ
風

景
に
、「
現
地
固
有
の
文
化
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
い
る
」
と
違
和
感
を
覚
え
た
。

　「
ほ
か
に
も
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
方
々
と

交
流
を
深
め
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
日
本
人
は
相
手
を
思
い
、
現
地
の
文

化
や
価
値
観
を
大
切
し
な
が
ら
共
に
活
動
で

き
る
点
で
、
国
際
協
力
に
適
し
た
資
質
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
」。
山
名
さ
ん
は
、
日
本
の
若
者
が
こ
れ
か

ら
世
界
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
欧
米

志
向
に
走
る
の
で
は
な
く
、
日
本
人
の
特
性

を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
強
調
す

る
。「
そ
し
て
、
高
校
と
い
う
場
は
日
本
人
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見
つ
め
直

し
た
り
、
世
界
を
舞
台
に
よ
り
効
果
的
に
活

動
す
る
た
め
の
考
え
る
力
や
発
信
力
を
鍛
え

る
の
に
最
適
な
場
だ
と
思
う
の
で
す
」

こ
れ
ま
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
つ
い
て
考
え
た

こ
と
も
な
か
っ
た
２
年
１
組
の
生
徒
た
ち
。

「
実
際
に
現
地
で
活
動
し
て
い
た
人
の
話
を
聞

い
て
、
意
外
と
貧
し
く
な
い
ん
だ
な
と
思
っ

た
」
と
い
っ
た
発
見
も
あ
っ
た
。
観
光
を
切

り
口
に
し
た
協
力
を
目
指
す
藤
井
凛
さ
ん
は
、

「
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ

ど
、
私
た
ち
に
や
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
る
」

と
、
実
現
へ
の
意
欲
を
見
せ
た
。

活
動
を
見
守
る
伊
藤
正
徳
校
長
は
、
同
校

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
火
付
け
役
だ
。「
学
年

主
任
だ
っ
た
2
0
0
5
年
当
時
、
海
外
研
修

は
あ
り
ま
し
た
が
〝
行
っ
て
よ
か
っ
た
〞
で

終
わ
っ
て
良
い
の
か
と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
」
と
、
開
発
途
上
国
を
視
野

に
入
れ
た
同
校
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
原
点

を
振
り
返
る
。
そ
ん
な
伊
藤
校
長
は
、
山
名

さ
ん
の
優
れ
た
国
際
感
覚
を
信
頼
し
、
国
際

貢
献
授
業
を
一
任
し
て
い
る
。

同
校
で
は
、
こ
の
他
に
も
山
名
さ
ん
の
指

導
の
下
、〝
日
本
型
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
〞

の
育
成
を
目
指
し
、
起
業
の
視
点
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
と
地
元
の
武
蔵
野
市

日
本
人
だ
か
ら
で
き
る

国
際
協
力
が
あ
る

〝
海
外
行
っ
て
よ
か
っ
た
〞の
先
に

真
の
学
び

チュニジアの失業問題を
知り、「起業に関心を持っ
てもらいたい」と協力のアイ
デアを練るグループ

「知る」から「やってみる」グローバル教育へ
を
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
し
て
結
び
付
け
る
取
り
組

み
も
実
施
。
活
動
の
一
環
と
し
て
、
J
I
C

A
だ
け
で
な
く
、
他
の
高
校
や
大
学
と
も
連

携
し
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
日
本
人
の
特

性
を
生
か
し
た
リ
ー
ダ
ー
像
に
つ
い
て
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。「
ど
ん

な
社
会
に
お
い
て
も
活
躍
で
き
る
力
を
持
つ

真
の
国
際
性
は
、
教
科
の
壁
を
越
え
、
さ
ら

に
学
校
が
地
域
社
会
や
企
業
と
積
極
的
に
連

携
す
る
場
を
作
ら
な
け
れ
ば
育
て
る
こ
と
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
」。
伊
藤
校
長
の
柔
軟
な

方
針
の
下
、〝
や
る
〞
に
こ
だ
わ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
を
通
じ
、
生
徒
た
ち
の
創
意
工
夫
に

満
ち
た
ア
イ
デ
ア
は
実
践
に
向
け
て
着
実
に

歩
み
を
進
め
て
い
る
。

「日本人がこれから世界に羽ばたくために」をテーマに開催したシンポジウム。
オランダ大使と杏林大学副学長も招いて発表を行った

ベトナムと武蔵野市をビジネスで結び付ける活動の調査で、JICAベトナム事務所を訪れ
た生徒たち。収益は孤児の教育費として寄付する計画だ。写真は現地大学生との交流

情報端末を活用しながら
生徒に活動のアドバイス
をする山名さん

connect with

チュニジア

Tunisia

東京都武蔵野市の聖徳学園高等学校。
同校では“日本型グローバル人材”というリーダー像を掲げ、知るだけでなく、

実際の行動に移すことを大切にするグローバル教育を展開している。

しょうとく

JICAの教師海外研修で昨年モンゴルの高校に行った美術担当の石田恒平先生（右）
が、両国の生徒をつなげるべく、帰国後に生徒が描いた絵を送ると、現地からもお返しの
絵画が届いた

し
ょ
う
と
く

世界とつながる
教室
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士
と
し
て
８
年
目
を
迎
え
た
2
0
1
3
年
の
こ
と
。
偶
然
目
に
し

た
青
年
海
外
協
力
隊
の
募
集
情
報
の
中
に
、
防
災
の
職
種
を
見

つ
け
た
の
だ
。
こ
う
し
て
昨
年
６
月
、「
防
災
・
災
害
対
策
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
地
を
踏
ん
だ
。

　
配
属
先
は
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
中
部
に
位
置
す
る
サ
ン
ビ
セ

ン
テ
県
の
サ
ン
ビ
セ
ン
テ
市
役
所
危
機
管
理
課
だ
。
こ
の
地
域

で
は
、
大
雨
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
る
洪
水
・
土
砂
崩
れ
が
度
々

発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
町
を
囲
む
山
々
の
中
に
は
大
き
な
休
火

山
も
あ
る
。
防
災
体
制
の
強
化
が
重
要
な
課
題
な
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
住
民
の
多
く
は
〝
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
る
よ
り
、
明
日
の
生
活
が
優
先
〞と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

危
機
管
理
課
で
も
実
際
の
災
害
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
職
員

が
ほ
と
ん
ど
で
、「
備
え
る
」
意
識
は
根
付
い
て
い
な
い
。

　「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
、
消
防
士
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
現
場
を
経
験
し
て
き
た
私
は
、
災
害
に
対
し
て
実
際
の
体
験

に
基
づ
く
視
点
を
提
供
で
き
る
立
場
に
あ
り
ま
す
。
職
員
の
研

修
や
講
習
会
な
ど
で
は
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
現
実
に
起
こ

り
得
る
こ
と
と
し
て
、
知
識
を
伝
え
て
い
ま
す
」

　
配
属
先
で
の
山
口
さ
ん
の
役
割
は
、
市
の
防
災
体
制
を
強
化

す
る
こ
と
と
、
学
校
や
地
域
で
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
啓
発
活

動
を
通
し
て
人
々
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
。
だ
が
、
日
常

の
業
務
は
、
洪
水
を
防
ぐ
た
め
の
水
路
掃
除
や
、
感
染
症
予
防

の
た
め
の
殺
虫
・
消
毒
剤
散
布
、
倒
木
の
危
険
が
あ
る
樹
木
の

伐
採
な
ど
、
現
場
で
の
作
業
が
大
半
だ
。
加
え
て
、
乾
期
に
は

山
火
事
が
、
雨
期
に
は
大
雨
が
頻
発
す
る
こ
と
か
ら
、
突
発
的

な
被
害
へ
の
対
応
も
多
く
、
肝
心
の
防
災
啓
発
活
動
に
専
念
す

る
こ
と
が
難
し
い
。

　
そ
れ
で
も
、
現
地
の
同
僚
ら
と
共
に
、
業
務
の
合
間
を
縫
っ

て
地
域
の
学
校
に
出
向
き
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
遊
び
な
が
ら
消
火
・

防
災
の
第
一
歩
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り

救
出
・
救
護
な
ど
の
基
礎
を
学
べ
る
防
災
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

は
じ
め
と
す
る
啓
発
を
実
施
し
て
い
る
。「
同
僚
の
中
に
は
、
必

ず
し
も
防
災
が
専
門
で
は
な
い
職
員
も
い
ま
す
。
子
ど
も
相
手

と
は
言
え
、
最
初
は
教
え
る
こ
と
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て

い
た
彼
ら
も
、
徐
々
に
〝
こ
こ
は
こ
ん
な
風
に
変
え
た
ら
、
も

っ
と
分
か
り
や
す
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
〞
な
ど
と
提
案
し
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
変
化
の
背
景
に
は
、
普
段
か
ら
時
間
を
見
つ
け
て
数
人
で
防

災
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
く
な
ど
、
現
地
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
山
口
さ

ん
の
努
力
が
あ
る
。
現
在
は
学
校
で
の
活
動
に
加
え
、
市
民
で

構
成
さ
れ
る
地
域
の
防
災
委
員
会
を
対
象
に
、
応
急
処
置
の
講

習
会
を
開
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
同
僚
と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
積
極
的
な
現
在
と
は
対
照
的
に
、「
赴
任
当
初
は
心
が
折
れ
か

け
ま
し
た
」と
山
口
さ
ん
。
悪
臭
に
耐
え
な
が
ら
の
ご
み
掃
除
や
、

汚
水
に
わ
く
ボ
ウ
フ
ラ
の
処
理
、夜
通
し
の
警
備
な
ど
、衛
生
面
・

体
力
面
と
も
に
厳
し
い
仕
事
で
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
い
た
。

そ
れ
で
も
乗
り
切
れ
た
の
は
「
こ
の
国
の
現
状
と
求
め
ら
れ
る

防
災
を
理
解
し
た
い
、
同
僚
と
信
頼
関
係
を
築
き
た
い
」
と
思

っ
た
か
ら
だ
。
あ
ら
ゆ
る
業
務
を
共
に
こ
な
す
中
で
、
同
僚
た

ち
の
性
格
や
得
意
不
得
意
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
彼
ら
も
山

口
さ
ん
を
理
解
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
経
験
を
し
た
山
口
さ
ん
は
、
自
身
に
つ
い
て
、「
今
は

防
災
活
動
の
は
じ
め
の
一
歩
を
達
成
し
た
と
こ
ろ
で
す
」
と
話

す
。
そ
れ
は
、
〝
日
常
か
ら
の
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
が
防
災

の
基
本
だ
〞
と
い
う
山
口
さ
ん
の
信
条
を
表
す
言
葉
だ
。
災
害
時

に
は
、
目
に
見
え
な
い
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
命
を
救
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
山
口
さ
ん
は
ど
ん
な
活
動
で
も
市
役
所
や
関
係

機
関
、
学
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
な
ど
と
の
間
の
連
携
や
関
係

づ
く
り
を
大
切
に
し
て
い
る
。「
活
動
２
年
目
の
こ
れ
か
ら
は
、

信
頼
と
い
う
土
台
の
上
に
、
備
え
る
意
識
の
定
着
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
山
口
さ
ん
は
力
強
く
語
っ
た
。

　
幼
い
こ
ろ
か
ら
新
聞
が
好
き
で
、
紙
面
を
通
し
て
異
文
化
に

憧
れ
を
抱
き
、
ま
た
、
過
酷
な
状
況
下
で
生
き
る
世
界
の
人
々

に
思
い
を
は
せ
て
い
た
山
口
ま
ど
か
さ
ん
。
い
つ
か
海
外
で
働

い
て
み
た
い―

―

。
そ
ん
な
思
い
を
抱
き
つ
つ
、
大
学
卒
業
後
は

民
間
企
業
に
就
職
し
た
。
そ
の
２
年
後
、「
直
接
人
の
役
に
立
つ

仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
西
宮
市
消
防
局
に
転
職

し
、
火
災
の
消
火
活
動
や
患
者
の
応
急
処
置
と
搬
送
、
市
民
へ

の
啓
発
な
ど
防
災
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
業
務
を
こ
な
し
て
き
た
。

　
海
外
へ
の
淡
い
思
い
が
現
実
の
目
標
に
な
っ
た
の
は
、
消
防

兵庫県生まれ。大学卒業後、
民間企業勤務を経て、2006年
から西宮市で消防士として８年
間勤務。昨年６月から青年海
外協力隊（防災・災害対策）と
してエルサルバドルで活動中。

PROFILE
JICA 

Volunteer  
Story

a

YAMAGUCHI
Madoka

「
人
の
つ
な
が
り
を
力
に
防
災
を
」

13
歳
の
と
き
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
山
口
ま
ど
か
さ
ん
。

消
防
士
と
し
て
国
内
で
８
年
間
、緊
急
時
対
応
の
最
前
線
で
活
躍
し
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、

は
る
か
太
平
洋
を
越
え
た
中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
で
今
、防
災
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。
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山
口
　
ま
ど
か

a.学校で行った防災の授業。防災教育用のカードで、土砂崩れが起きた場合の対応について教えた
b.洪水対策のための水路掃除。空き缶から家具まで、ごみのポイ捨ては深刻な都市問題の一つだ
c.火災で崩れた家屋の調査と再建築。地方都市では、消防士の人数がまだ少ないのが現状だ
d.勉強会を開いて、同僚たちに雨水計の使い方を指導する山口さん

同僚と共に倒木の危険のある木を伐採しに行く山口さん（左）

b

d

c

消
防
士
の
経
験
生
か
し
て

「
備
え
る
」を
伝
え
る

エルサルバドル

サンサルバドル



こ
れ
ま
で
中
部
国
際
セ
ン
タ
ー
や
、東
北

の
復
興
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
で
の
業
務
を
通
じ

て
、国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
と
密
接
に

関
わ
っ
て
き
た
秋
山
慎
太
郎
さ
ん
。今
は

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、防
災
分
野
で
日

本
の
地
域
と
世
界
を
つ
な
い
で
い
る
。

　

初
め
て
海
外
と
つ
な
が
り
を
持
っ
た
の
は
、
大

学
時
代
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
南
米
最
高
峰
の
山
に

登
っ
た
こ
と
で
す
。
南
米
独
特
の
空
気
や
人
に
ひ

か
れ
、「
こ
こ
に
住
み
た
い
」
と
思
っ
た
私
は
、
大

学
を
休
学
し
て
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
日
本
国
大
使
館

で
在
外
公
館
派
遣
員
と
し
て
２
年
間
働
き
ま
し
た
。

そ
の
派
遣
期
間
中
、
現
地
で
記
録
的
な
大
地
震
が

起
き
ま
し
た
。
す
ぐ
に
日
本
か
ら
緊
急
援
助
隊
の

派
遣
や
物
資
の
輸
送
が
始
ま
り
、
私
も
空
港
で
受

け
入
れ
を
手
伝
っ
て
い
る
中
で
、
現
地
の
人
か
ら

た
く
さ
ん
の
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

人
の
た
め
に
な
り
、
何
よ
り
大
好
き
な
南
米
に
関

わ
る
こ
と
が
で
き
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
に
な
り
た
い

―
。
そ
う
思
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

　

入
構
１
年
目
、
希
望
が
叶
い
、
中
南
米
部
の
コ

ロ
ン
ビ
ア
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
現
地
の

治
安
の
問
題
も
あ
り
、
日
本
で
の
研
修
を
中
心
に

事
業
を
検
討
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

帯
広
市
と
連
携
し
た
土
地
区
画
整
理
に
関
す
る
技

術
研
修
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
私
は
、
そ
れ
か

ら
６
年
後
に
偶
然
に
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
事
務
所
に
配

属
と
な
り
、
そ
の
成
果
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
現
地
で
は
帰
国
し
た
研
修
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
日
本
で
学
ん
だ
手
法
を
生
か
し
た
都
市
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
た
ほ
か
、
周
辺
４
カ
国
を
対
象

に
加
え
た
研
修
で
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
南
南
協
力
を
加
味
し
た
形
で

展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
研
修
後
も
成
長
を
続
け

て
い
る
彼
ら
の
姿
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
、
今
の
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
に

影
響
し
て
い
る
出
来
事
が
、
４
年
前
の
東
日
本
大

震
災
で
す
。
震
災
後
、
私
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
の

応
援
要
員
に
志
願
し
、
避
難
所
の
運
営
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
東
北
支

部
に
配
属
さ
れ
、
国
際
協
力
の
経
験
を
復
興
に
つ

な
げ
る
業
務
や
、
逆
に
、
復
興
の
取
り
組
み
を
開

発
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
も
ら
う
た
め
、
開
発
途
上
国

か
ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
る
業
務
を
実
施
し
ま
し

た
。
農
地
の
復
旧
や
震
災
が
れ
き
の
処
理
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
復
興
の
状
況
を
視
察
し
た
研
修
員
は
、

地
域
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
海
外
に
目
が

向
き
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
日
本
国
内
の
地

域
に
埋
も
れ
て
い
る
数
多
く
の
経
験
や
蓄
積
に
目

を
向
け
、
国
際
協
力
の
現
場
に
生
か
す
こ
と
も
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
以
前
、
中
部
国

際
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
た
こ
ろ
に
、電
力
、水
道
、

地
域
振
興
な
ど
の
幅
広
い
分
野
の
研
修
を
行
う
中

で
も
感
じ
て
い
た
こ
と
で
す
。
地
域
の
経
験
や
蓄

積
を
生
か
す
こ
と
は
、
途
上
国
の
人
た
ち
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
自
身
が
そ
の

地
で
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
付
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地
域
の
経
験
や
蓄
積
を
世
界
に
伝
え
る

インドネシアの国家防災庁などを対象にした能力強化プロジェクトの一環として、現地で
防災訓練を実施。秋山さん（中央）はその講評を行った

From Headquarters

南
米
へ
の
憧
れ
が

国
際
協
力
の
き
っ
か
け
に

地
域
に
埋
も
れ
て
い
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
い

く
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

被
災
地
で
行
っ
た
研
修
の
最
終
日
、
住
民
の
方
々

が
う
れ
し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
、「
ま
た
来
て
ね
」

と
研
修
員
に
声
を
掛
け
て
い
た
姿
は
印
象
的
で
し

た
。

　

現
在
は
地
球
環
境
部
で
、
防
災
行
政
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
防
災
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
防

災
分
野
に
関
し
て
は
、
国
、
地
方
自
治
体
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
各
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

が
あ
り
、
災
害
が
起
き
る
た
び
に
改
善
し
て
き
た

実
績
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
ま
ず
は
そ
の
日
本
の
経
験
や
蓄
積
に
つ
い
て

よ
く
学
ぶ
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
来
年
以

降
、
新
た
な
開
発
目
標
と
な
る
「
S
D
G
s
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
に
、

防
災
の
視
点
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
重
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
途
上
国
の
課
題
と
地

域
の
リ
ソ
ー
ス
を
つ
な
ぐ〝
橋
渡
し
〞の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大学卒業後、2000年にＪＩＣＡに
就職。中南米部、中部国際セン
ター、コロンビア事務所などを経
験し、東日本大震災後は、東北
支部で復興支援ユニットの業務
を担当。昨年３月より現職。

ＪＩＣＡ地球環境部 
防災グループ 防災第二チーム

秋山 慎太郎
AKIYAMA Shintaro

今年３月の国連防災世界会議では、東日
本大震災後に被災地での研修に参加し
たインドネシアの帰国研修員と再会した
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北
岡
伸
一
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
は
、
10
月
６

日
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ラ
ニ
ル
・
ウ
ィ
ク
ラ
マ

シ
ン
ハ
首
相
と
東
京
都
内
で
会
談
し
ま
し

た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
首
相
が
日
本
を
訪
問
す

る
の
は
７
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

冒
頭
で
、
北
岡
理
事
長
は
、
ウ
ィ
ク
ラ
マ

シ
ン
ハ
首
相
の
再
任
に
つ
い
て
祝
辞
を
述
べ

た
上
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
を
通
じ
て
ス
リ

ラ
ン
カ
が
発
展
し
、
日
本
と
の
友
好
関
係
が

さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し

た
。

　

ウ
ィ
ク
ラ
マ
シ
ン
ハ
首
相
は
、
教
育
、
保

健
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
紛
争
や
津
波
か
ら
の

復
興
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
長

年
の
支
援
に
対
し
て
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
進
国
入
り
を
見
据
え
て
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
海
外
投
資
の
拡
大
、
さ
ら
に
科
学
技

術
の
発
展
を
図
り
た
い
と
の
意
欲
を
示
し
、

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
一
層
緊
密
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
北
岡
理
事
長
は
、「
ス

リ
ラ
ン
カ
に
は
、
安
定
し
た
国
づ
く
り
や
、

さ
ら
な
る
社
会
経
済
開
発
の
た
め
に
多
様
な

支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
引
き
続
き
積
極
的
に

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

ま
た
10
月
29
日
、
北
岡
理
事
長
は
、
ベ
ナ

ン
の
リ
オ
ネ
ル
・
ザ
ン
ス
首
相
と
都
内
で
会

談
し
ま
し
た
。
ザ
ン
ス
首
相
は
、
日
本
か
ら

西
ア
フ
リ
カ
へ
の
投
資
促
進
を
目
的
と
し
た

「
第
1
回
E
C
O
W
A
S
｜
日
本
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
す
る
た
め
、
初
め
て

日
本
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、ザ
ン
ス
首
相
は
、「
小
学
校
建
設
や
、

村
落
給
水
事
業
を
中
心
と
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

こ
れ
ま
で
協
力
は
、
ベ
ナ
ン
の
人
々
に
広
く

認
知
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、「
今
後
も
保
健
、

農
業
、
教
育
な
ど
、
国
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
分
野
で
の
継
続
的
な
支
援
を
期
待
し
て
い

る
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
北
岡
理
事
長
は
、
開
発
途

上
国
の
人
々
が
自
ら
の
力
で
国
づ
く
り
を
行

っ
て
い
く
た
め
の
協
力
を
重
視
し
て
い
る
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
と
し
て
、
特
に
教
育
や
保
健
分
野
で

の
協
力
は
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
来
年
、
ケ
ニ
ア
で
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
「
第
６
回
ア
フ
リ
カ
開
発

会
議
（
T
I
C
A
D
Ⅵ
）」
に
向
け
て
、
北

岡
理
事
長
は
、「
ベ
ナ
ン
を
は
じ
め
と
す
る

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
関
係
を
一
層
強
化
し
て

い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

北岡理事長が２カ国の首相と会談 01

03インドネシアの火災と煙害に緊急援助
　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
今
年
６
月
か
ら
発
生

し
て
い
る
森
林
・
泥
炭
火
災
と
、
そ
れ
に

伴
う
煙
害
に
対
し
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
物
資
の

供
与
と
専
門
家
派
遣
の
緊
急
援
助
を
行
い

ま
し
た
。

　

火
災
は
、
ス
マ
ト
ラ
島
や
カ
リ
マ
ン
タ
ン

島
な
ど
で
発
生
し
、
同
国
や
周
辺
諸
国
で

は
深
刻
な
大
気
汚
染
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
現
地
当
局
の
発
表
に
よ
る
と
、
煙
害

に
よ
り
健
康
被
害
を
受
け
た
人
の
数
は
12

万
人
に
上
り
、
現
地
報
道
に
よ
る
と
死
者

も
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
国
政
府
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
消
火
剤（
2
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
）を
現

地
に
輸
送
。
10
月
17
日
に
現
地
災
害
対
策
本

部
が
置
か
れ
て
い
る
ス
マ
ト
ラ
島
の
パ
レ
ン

バ
ン
に
到
着
し
ま
し
た
。
引
き
渡
し
式
で
は
、

同
国
の
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
フ
マ
ン
・
モ
ハ
マ
ド
・

フ
ァ
ヒ
ー
ル
外
務
副
大
臣
が
、
日
本
の
迅
速

な
対
応
へ
の
感
謝
の
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
10
月
15
日
か
ら
21

日
に
か
け
て
専
門
家
を
現
地
に
派
遣
。
今

回
供
与
し
た
物
資
が
、
円
滑
か
つ
効
果
的

に
消
火
活
動
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
同

国
政
府
に
対
す
る
助
言
を
行
い
ま
し
た
。

02　キルギスの道路網整備に貢献
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
10
月
26
日
、
キ
ル
ギ
ス
政

府
と
の
間
で
、「
国
際
幹
線
道
路
改
善
事
業
」

を
対
象
と
し
た
円
借
款
貸
付
契
約
に
調
印
し

ま
し
た
。
キ
ル
ギ
ス
に
対
す
る
円
借
款
供
与

は
16
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
同
国
南
部
の
オ
シ
ュ
、

バ
ト
ケ
ン
、
イ
ス
フ
ァ
ナ
を
結
ぶ
国
際
幹
線

道
路
の
一
部
区
間
の
改
修
（
47
キ
ロ
）
と
、

首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
と
オ
シ
ュ
を
結
ぶ
国
際
幹

線
道
路
上
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
建
設
、
落
石

対
策
、
地
滑
り
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
防
災
対
策
や
橋
の
建
設
に
は
、
日
本

の
優
れ
た
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
移
転
す
る
本

邦
技
術
活
用
条
件
（
S
T
E
P
）
が
適
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

オ
シ
ュ
｜
バ
ト
ケ
ン
｜
イ
ス
フ
ァ
ナ
道

路
は
、
旧
ソ
連
か
ら
の
独
立
後
、
十
分
な
補

修
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
劣
化
が
進
行
。一
方
、

ビ
シ
ュ
ケ
ク
｜
オ
シ
ュ
道
路
は
、
山
間
部
の

土
砂
崩
れ
や
雪
崩
に
よ
っ
て
、
通
行
止
め
が

頻
発
し
て
い
ま
す
。
今
回
合
意
し
た
事
業
に

よ
っ
て
同
国
の
重
要
な
幹
線
道
路
が
整
備
さ

れ
れ
ば
、
国
内
の
輸
送
や
周
辺
国
と
の
交
易

が
活
発
化
し
、
キ
ル
ギ
ス
の
経
済
成
長
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

署名式後に握手を交わす柳沢香枝理事とアディルベ
ク・カスィマリエフ財務大臣

会談を行うウィクラマシンハ首相と北岡理事長

インドネシアの外務省で行われた物資の引き渡し式

握手を交わすザンス首相と北岡理事長



志
茂
田 
景
樹

作
家
・
よ
い
子
に
読
み
聞
か
せ
隊 

隊
長

読
み
聞
か
せ
の
世
界
に
は

国
境
が
な
い

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

し
も
だ
・
か
げ
き

１
９
４
０
年
、
静
岡
県
生
ま
れ
。
76
年
、「
や
っ
と
こ

探
偵
」（
小
説
現
代
新
人
賞
）
で
デ
ビ
ュ
ー
。
80
年
、「
黄

色
い
牙
」
で
直
木
賞
を
受
賞
。
執
筆
の
傍
ら
、
テ
レ

ビ
に
も
多
数
出
演
。
99
年
、「
よ
い
子
に
読
み
聞
か
せ

隊
」
を
結
成
し
、
保
育
施
設
や
学
校
、
福
祉
施
設
な

ど
を
訪
問
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
慰
問
も
行
っ

て
い
る
。

27

自ら作った絵本を子どもたち
に読み聞かせる。子どもたち
は大人よりも自由に国境を越
えていく

モンゴルの子どもたちは、優れた耳を持ち、言葉への感覚も鋭い

「よい子に読み聞かせ隊」の活動は、子どもたちの活字離れに対する危機感から始まった
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　SDGｓは、日本語では「持続可能な開発目標」と
訳します。国際社会のあらゆる課題に対する、2016
年から2030年までの世界共通の開発目標です。
　2001年から15年間、国際社会はミレニアム開発
目標（MDGｓ）の下、開発途上国の問題に対してさ
まざまな努力を積み重ねてきました。一日1.25ドル
未満で暮らす「絶対的貧困」の世界人口比率が、
1990年の約47％から2015年には14％まで減少
したことは、成果の一例です。それでも、今なお約
8.4億人が絶対的貧困の状況にあります。ですか

SDGｓって何？MDGｓとどう違うの？

　10月13日から16日にかけて、
ジュネーブの国連欧州本部で「世
界人道サミット・グローバル協議」
と加盟国対話が開催され、日本政
府を代表して外務省の白石和子女性・人権人道担当大使が出
席しました。同会合は、来年５月にトルコで開催される「世界人道
サミット」の準備会合です。自然災害や紛争などにより人道支援
のニーズが高まる中、一人でも多くの命を救う、より効率的・効果
的な支援の実現を目指して、課題や施策を議論しました。日本は
昨年７月に東京で地域準備会合を共催するなど、積極的に貢献
しています。
　グローバル協議には、国際機関や政府のほか、NGOや民間
セクターも参加し、これまでの準備会合で挙げられた、①尊厳、
②安全、③強靱性、④パートナーシップ、⑤資金―の５つの主要
な論点を中心に議論しました。
　白石大使は全体会合の中で、人道危機に対応する際には、
早い段階から人道支援と開発支援が連携していくことが重要で
あること、また、災害に強い社会づくりが大切だという日本の考え
を強調。また、「強靱性」についての分科会にパネリストとして参
加した嘉治美佐子ジュネーブ代表部大使は、世界の防災に関
する取り組みを報告したほか、復興において、被災前と比べて、
一層災害に強い社会づくりを目指す「より良い復興」の考え方を
紹介しました。

「世界人道サミット・
グローバル協議」
への参加

　日本の国際協力の理念は、「人間の安全保障」、す
なわち一人一人の人間に焦点を当てて、貧困から
の脱却や能力の向上を目指す支援を展開すること
です。MDGｓの下でも、日本は途上国の経済発展を
支援しつつ、保健・衛生、女性の能力向上、教育、防
災など、より人々の暮らしに近い分野で、大きく貢献
してきました。
　これらの分野は、例えば初等教育では1990年に
80％だった就学率が2015年には91％まで増加す
るなど、MDGs下で改善がみられていますが、一部

日本は SDGｓ達成のために　  どんな貢献ができるの？

田村 政美

ら、SDGｓでも、MDGｓで達成できなかった途上国
の問題に引き続き取り組んでいくことが重要です。
　一方、この15年間で途上国の状況が多様化して
いるのはもちろん、環境問題や一国内での格差問
題など、先進国も含めた新たな課題も浮き彫りに
なりました。さらに、開発援助に取り組む主体も、国
際機関や政府機関だけでなく、企業や地域社会、市
民へと裾野が広がっています。SDGｓは、このよう
な世界の変化を踏まえ、国際社会全体の課題に対
し、より包括的に取り組んでいくための目標です。

　開発途上国の問題だけでなく、世界規模の問題
を解決するために先進国を含めた取り組みが必須
となるSDGｓでは、日本の私たちも、一人一人が問
題意識を持って課題と向き合うことが大切です。
　日本にとって身近な課題としては、環境問題や、
持続可能な消費と生産などがあります。例えば、電
気をこまめに消してエネルギーを節約したり、不要
な買い物を避けたりと、普段の生活を少し見直す
だけでもいいのです。こうした小さな取り組みで

SDGｓ達成のために、私たちは何ができるの？

の地域では達成に遅れが出ているなど、SDGｓで
も引き続き重要です。日本は今後も、持続的で包摂
的な、強靭性のある社会の構築を目指す「質の高い
成長」の実現を後押ししながら、貧困撲滅に取り組ん
でいきます。
　また、日本国内でSDGｓの認知度を高め、より多
くの人を巻き込んだ活動を呼び掛けていくことも重
要です。外務省では、さまざまな機会を通じて、日本
の皆さんにSDGｓとは何かを伝えていきたいと考
えています。

1989年に外務省入省。南東アジア第一課、地域政策課などの勤務の
後、2006年より在バングラデシュ日本国大使館、在英国日本国大使館
において参事官として勤務。2012年より国際協力局気候変動課長を務
め、2014年７月より現職。

も、みんなで協力して積み重ねていけば、SDGｓ達
成のための大きな力となるでしょう。
　17の目標と169のターゲットがあるSDGｓは、一
見複雑に感じるかもしれませんが、目標が多様化
した背景には、MDGｓが作られた当時に比べ、地
域や分野の壁を越えて、より多くの人々が世界の問
題に関心を持つようになったことがあります。皆さ
んも、まずは途上国の現状や日本の課題を知るこ
とから始めてみてください。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

TAMURA　Masami

1
SDGｓは途上国

や世界の課題に
国

際社会全体で取
り組むための目

標

2
日本は一人一人

を重視する「人間
の

安全保障」に基づ
く支援で貢献

3
SDGｓ達成のた

めには、生活を見
直

すなど、身近な取
り組みが必要

外務省　国際協力局
地球規模課題総括課長

白石大使（右）と廣田司緊急
人道支援課長。ジュネーブ国
際会議センターにて

務の
使館
を務

きょうじんせい

きょうじんせい

SDGｓの17の目標

Topic from Abroad
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床に腰を下ろした姿勢のタリアン織り。南部
で栽培する綿糸を使い、独特の色を組み合わ
せながら模様をつくる（アッタプー県）

機
織
り
に
込
め
る
思
い

Laos
［ラオス］

写真・文＝大石芳野（写真家）

地球ギャラリー vol.87



蚕を飼って糸を引き、自然界から
の草根木皮で糸を染めて、手で織
る。柄は昔から伝わる伝説の動物
をアレンジしたデザインや植物など
が多い（ビエンチャン）
ラオスの料理に唐辛子は欠かせ
ない。赤だけでなく緑、黄色などさ
まざまな種類があり、辛さも香りも
形も異なる。庭一杯に赤唐辛子を
天日干し（シェンクワン県）
タリアン織りも織る人の好みで柄
は多様だ。「長い間織っていると、
腰が痛くなる」。なかなかの重労働
だ（アッタプー県）
家畜の世話などは主に子どもの
役割になっているから、水牛と子ど
もは仲が良い。背中に乗って本を
読んだり昼寝をしたりもする（アッ
タプー県）

a.

b.

c.

d.

a

b

c

d
　
山
一
つ
越
え
た
所
に
村
が
あ
る
ラ
オ
ス
の
北
部
で
は
、
か

つ
て
の
移
動
手
段
は
象
だ
っ
た
。
一
方
、
南
部
で
は
、
メ
コ

ン
川
や
そ
の
支
流
、
運
河
の
流
れ
を
生
か
し
た
暮
ら
し
が
あ

る
。
山
と
森
が
多
く
水
も
豊
か
だ
。
ど
の
地
域
で
も
人
々
は

自
然
の
恵
み
を
大
切
に
し
な
が
ら
生
き
て
き
た
。
今
も
そ
の

思
い
は
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
ご
ろ
は
主
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
、
援
助
に
よ
る
道
路

や
橋
の
整
備
の
お
か
げ
で
車
な
ど
が
増
え
て
人
の
移
動
も
盛

ん
に
な
り
、
人
々
の
生
活
で
も
経
済
性
や
効
率
性
が
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
は
急
速
に
開

発
が
進
み
、
地
方
と
の
行
き
来
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
こ

う
し
た
近
代
化
の
波
は
か
ぶ
る
も
の
の
、
人
々
は
自
分
た
ち

が
築
い
て
き
た
習
慣
や
文
化
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
例
え
ば
、
お
釈
迦
様
へ
の
尊
敬
の
念
や
、
歴
史
上

の
偉
人
へ
の
思
い
な
ど
が
根
強
い
。

　
山
や
森
に
囲
ま
れ
た
地
の
利
を
生
か
し
て
、
ま
だ
ま
だ
昔

な
が
ら
の
暮
ら
し
や
文
化
が
保
た
れ
て
い
る
。
染
織
も
そ
の

一
つ
だ
ろ
う
。
全
て
を
自
然
界
の
恵
み
か
ら
い
た
だ
い
て
い

る
と
話
す
女
性
は
「
た
く
さ
ん
の
樹
木
か
ら
あ
ら
ゆ
る
色
彩

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
度
は
ど
ん
な
色
に
な
る

か
、
試
す
の
も
楽
し
み
で
す
」。
ま
た
、
別
の
地
域
の
女
性

は
「
ラ
オ
ス
の
森
は
深
く
、
色
彩
の
材
料
は
ほ
ぼ
無
限
に
あ

り
ま
す
」
と
言
う
。
森
に
目
を
向
け
る
と
、
青
々
と
し
た
亜

熱
帯
樹
に
覆
わ
れ
た
鬱
蒼
と
し
た
樹
木
が
続
く
。

う
っ
そ
う

地球ギャラリー vol.87



大
石 

芳
野
（
お
お
い
し
　
よ
し
の
）

東
京
都
出
身
。学
生
時
代
に
訪
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
で
強

い
衝
撃
を
受
け
、卒
業
と
同
時
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家
と
し
て
世
界
各
地
を
取

材
。戦
争
や
内
乱
な
ど
で
傷
つ
き
な
が
ら
生
き
る

人
々
の
姿
を
記
録
し
て
い
る
。『
ベ
ト
ナ
ム
凜
と
』

（
２
０
０
１
年
土
門
拳
賞
）な
ど
、著
作
多
数
。

地球ギャラリー vol.87

　
こ
の
深
い
森
や
山
々
が
、
第
二
次
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
（
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
）
の
拡
大
に
よ
っ
て
戦
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
軍
は
大
量
の
爆
弾
を
ラ
オ
ス
に
投
下
し
た
。
１
９

７
５
年
に
戦
争
は
終
わ
っ
た
が
、
当
時
、〝
約
３
０
０
万
ト

ン
の
投
下
。
３
０
０
余
万
の
人
口
。
１
人
１
ト
ン
の
爆
撃
〞

と
言
わ
れ
た
ほ
ど
だ
。
現
在
の
ラ
オ
ス
の
人
口
は
６
７
７
万

人
だ
が
、
不
発
弾
は
依
然
と
し
て
残
留
し
、
こ
の
ま
ま
だ
と

撤
去
す
る
の
に
、
あ
と
２
０
０
年
は
か
か
る
そ
う
だ
。
そ
の

戦
争
の
残
骸
に
、
人
々
は
い
ま
だ
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
、Ｕ
Ｘ
Ｏ 

Ｌ
Ａ
Ｏ（
ラ
オ
ス
不
発
物
処
理
計

画
）
の
働
き
は
人
々
に
希
望
を
与
え
て
い
る
。
安
全
に
な
る

と
田
畑
も
住
居
も
で
き
て
村
の
機
能
が
増
し
、
人
々
の
陰
の

あ
る
表
情
も
明
る
く
な
っ
て
く
る
。

　
け
れ
ど
、
事
故
は
多
発
し
て
い
る
。
被
害
者
の
一
人
、
左

足
と
左
手
を
失
っ
た
ブ
ー
ヴ
ィ
エ
ン
さ
ん
は
「
自
宅
の
土
間

で
ベ
ッ
ド
の
台
を
作
っ
て
い
た
と
き
に
、
突
然
、
地
中
に
あ

っ
た
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
子
爆
弾
が
爆
発
し
た
。
今
で
は
妻

の
機
織
り
が
生
計
の
支
え
だ
」
と
悔
し
さ
と
悲
し
さ
を
に
じ

ま
せ
な
が
ら
話
し
た
。

　
森
に
は
恵
み
も
あ
る
け
れ
ど
、
こ
う
し
た
戦
争
の
影
も
濃

厚
に
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
働
き
者
の
人
々
は
、
農
閑

期
に
は
住
ま
い
の
軒
下
や
高
床
式
の
床
下
、
床
な
ど
で
、
時

間
を
見
つ
け
て
は
機
を
織
る
。「
糸
を
染
め
る
こ
と
か
ら
自

分
た
ち
家
族
で
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
人
も
い
る
。「
染
ま
っ

た
糸
を
ま
と
め
買
い
し
た
方
が
早
い
」
と
い
う
声
も
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
み
な
自
分
の
機
で
自
分
の
好
き
な
模
様
を
丹

念
に
織
り
込
ん
で
い
く
。
そ
の
姿
は
神
々
し
く
さ
え
あ
る
よ

う
に
、
私
に
は
見
え
た
。

アメリカ軍の空爆で大量の不発弾や爆
弾の容器が残留する。木よりも丈夫な
爆弾の殻を柱にした住宅。籠を背負っ
た子どもが畑から戻ってきた（サワナケ
ート県）
山 と々森に囲まれた村が多い。この辺り
はクラスター爆弾などの不発弾処理が
終わって、ようやく村になった。豚も鶏も
放し飼いだ（アッタプー県）
ブーヴィエンさん（３７歳）は、室内の土間
でクラスター爆弾の子爆弾が爆発し、左
足と左手を失った。娘のキンダワンちゃ
ん（８歳）は「お父さん、かわいそう」と悲し
みを交えて呟いた（シェンクワン県）
燃料は森の木々に頼るしかない。２人の
姉妹は祖母と一緒にまきを採りに行っ
て集落に戻ってきた（サワナケート県）

e.

f.

g.

h.

gh

ef



Item

学校の制服は黒が一般的。シンをはいて、ゴム跳びもする

　ラオス語でスカートという意味を表す「シン」。ラオスの女性にとっ
て、シンは民族衣装であり、現在も日常的に身にまとうものだ。一
見、一枚の生地を巻いただけのようだが、実は大きな筒状になって
いる。はいてから余った部分を巻き付けるので、めくれてしまうことも
なく、女性たちはこのスカートでバイクにも乗る。
　多民族国家のラオスには、民族ごとに独特の織物や刺しゅうがあ
り、シンに織り込まれている模様にもさまざまな意味がある。シンを織
るのは昔から女性の仕事
で、家族のために思いを込
めながら、複雑なものでは１
日数センチずつ、何カ月も
かけて織るという。その技
術は、母から娘へと世代を
超えて受け継がれている。
　普段着用のシンは木綿
製が一般的だが、お寺に行
くときや結婚式などの式典
には、シルクの上下セットで
正装用のシンを身にまとう
など、生活のあらゆる場面に
伝統が息づいている。

自然の素材を生かした「草木染め」で色を染めた糸で
シンを織ることも

シン
ラオスの女性の伝統衣装といえば

チェオ・マックレン

ラオス料理といえば国民的なご飯のお供

ラオスの文化を
知ろう！

子の辛味の効いた風味は、もち米にも
ぴったり。竹で編んだ筒状の容器に入
ったもち米を右手で多めに取り、左手
に持ち替える。そして、右手で一口大
にちぎり、丸めて食べるのがラオス流。
チェオ・マックレンにつけて食べれば、ご
飯が進むこと間違いなしだ。
　トマト以外にもナスで作ったり、地方
部では水牛の皮を入れたりと、作り方
はさまざま。ラオス料理の名脇役を堪
能してみよう。

【RE C I P E】

プチトマト100ｇ（できるだけ固
めのもの）／小赤玉ネギ2つ／
ニンニク2片／唐辛子1つ（お好
みで調整）／★ナンプラー大さ
じ1杯／★塩 小さじ1杯／★レモ
ン汁少々／パクチー3、4本

オーブンでプチトマト、小赤玉ネギ、ニンニク、唐
辛子を皮ごと焼き目が付くまで焼く。焼き目が付
いたら、小赤玉ネギとニンニクは皮をむく。
❶の具材を全て細かく刻み、つぶしながら混ぜる。
❷に★の調味料を加えて混ぜ合わせる。最後に
刻んだパクチーを混ぜ、小鉢に盛り付けたら出来
上がり。

❶

❷
❸

●材料（4人前）

取材協力：（認定）特定非営利活動法人ラオスのこども事務局
地球ギャラリー
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新 着 情 報

B OOK

会期：12月19日（土）・20日（日）10時～19時
場所：代々木公園イベント広場
問：有限会社ビー・エム・アイ
TEL：090-5563-9930（斉藤）
URL：www.bmi-music.com

2014年／フランス・モーリタニア／1時間37分
監督：アブデラマン・シサコ
出演：イブラヒム・アメド・アカ・ピノ、アベル・ジャフリ、トゥルゥ・キキ他
公開：12月26日よりユーロスペース（渋谷区）ほか全国順次公開
URL：www.kinjirareta-utagoe.com/
配給：レスペ

『第２回 ワールドクリスマスフェスティバル2015』
今年のクリスマスはいつもと違った過ごし方をしたい―。そんなあな
たにぴったりなイベントが、世界各国のクリスマスを体験できる
「ワールドクリスマスフェスティバル」
だ。ステージでは、サンタ衣装のベ
リーダンスをはじめ、世界の伝統的な
踊りの数々が披露される。ブースに
は、タイ、トルコ、ペルーなどのさまざま
な国のクリスマススペシャルメニュー
が並ぶほか、クリスマスにちなんだア
ジア雑貨も販売される。クリスマス気
分を盛り上げてくれること間違いなし
のイベントだ。

E VENT

M OVIE B OOK

『14歳の兵士ザザ』
アフリカのコンゴ民主共和国に
暮らす14歳の少年ザザ。貧しい
ながらも幸せな日 を々送っていた
が、ある日、武装グループに村を
襲撃され、家や家族を失った。そ
の後、武装グループに引き込ま
れ、いつしか有能な兵士となって
いたザザの前に、日本から取材
に訪れた漫画シナリオライターの
神田が現れる―。コンゴ民主共
和国が抱える「子ども兵士」と
「性暴力」の問題をテーマに、原
作者の大石賢一氏が実際に現
地を取材。解決の糸口を探る
“ジャーナルコミック”だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

大石賢一 原作
石川森彦 作画
学研パブリッシング
1,296円（税込）

『牙なしゾウのレマ』
象牙を目的とした密猟などによっ
て、アフリカでは、15分に1頭の
ペースでゾウの命が奪われている
ことをご存知だろうか。象牙の取
引で生まれた資金はテロリストな
どの組織に流れていて、ゾウの命
だけでなく、人々の生活までもが
脅かされている。そんなアフリカゾ
ウが直面する危機を伝えるため
に作られたのが、この絵本。牙が
生えてこないことに悩むアフリカ
ゾウのレマが、密猟によって親を
失った悲しみを乗り越え、たくまし
く生きていく姿を描いた感動のス
トーリーだ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

滝田明日香 文
小林絵里子 絵
NPO法人アフリカゾウの涙 協力
NHK出版
1,620円（税込）

『禁じられた歌声』
西アフリカ・マリ共和国の古都ティンブクトゥに程近い街に住む少女
トヤは、家族と一緒に幸せな生活を送っていた。しかし、いつしかイス
ラム過激派が街を占領し、住民は音楽や歌、サッカーをすることさえ
禁じられる。そして、ささいな出来事をきっかけに、トヤの家族にも悲
劇が訪れようとしていた―。マリで幼少期を過ごした監督が、2012
年にイスラム武装勢力が事実婚の男女を石打ちの刑に処した事件
に触発されて製作。地域の文化や人々の心を踏みにじる不条理な
暴力にあらがう住民の姿に、胸打たれる作品だ。（文＝高倍宣義）

○c 2014 Les Films du Worso  ○c Dune Vision

きば
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世界とつながる食卓
食料自給率が４割を切る日本は、海外からの輸入なくして食生活が成り
立ちません。私たちの食卓に並ぶ食べ物を通して、日本が世界で展開し
ているさまざまな食料分野の協力や、世界との絆を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
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① タンザニア産の各種製品
② 書籍『14歳の兵士ザザ』 （p37参照）
③ 書籍『牙なしゾウのレマ』（p37参照）
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﹇
９
月
号 
特
集 

「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
」
を
読
ん
で
﹈

■
日
本
の
国
際
協
力
の
仕
方
は
特
別
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
現
場
に
行
っ
た
方
々
の
お
話
を
聞
く
ほ
ど
に
、
日
本

な
ら
で
は
の
特
長
が
あ
る
と
分
か
り
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
が
、
先
任
者
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
に
感
動
し
ま
す
。（
熊
本
県
／
6０
代
／
女
性
）

■
教
え
子
の
中
に
、
将
来
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
国
際
協

力
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
生
徒
が
い
る
の
で
、「
こ
ん
な
か
た

ち
で
国
際
協
力
が
で
き
る
」
と
m
u
n
d
i
の
記
事
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。〝
持
続
的
で
有
効
な
支
援
と
は
ど
ん
な
も
の
か
〞

を
考
え
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

（
岩
手
県
／
男
性
）

﹇
10
月
号 

特
集
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
読
ん
で
﹈

■
記
事
を
読
ん
で
感
じ
た
の
は
、「
全
部
一
人
で
や
ろ
う
と
し

な
く
て
い
い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
社
会
問
題
や
国
際
問

題
に
興
味
が
あ
り
、
全
部
自
分
一
人
の
力
で
解
決
し
よ
う
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
い
か
に
周
り
を
巻
き
込
み
、
協
力
し
て
問
題

を
解
決
し
て
い
く
か
が
大
切
だ
と
気
付
け
ま
し
た
。

（
東
京
都
／
10
代
／
女
性
）

■
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
若
宮
さ
ん
の『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
い
う
と
、

海
外
に
出
て
い
く
人
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、
外
か
ら
来
た
人

を
内
側
で
受
け
止
め
る
人
間
も
必
要
で
す
よ
ね
』
と
い
う
言
葉

は
、〝
俺
は
英
語
が
話
せ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
雲
の
上
の
話
だ

よ
ね
〞
と
思
い
な
が
ら
読
ん
で
い
た
自
分
に
は
目
か
ら
う
ろ
こ

で
し
た
。
海
外
を
飛
び
回
っ
た
り
、
外
国
語
を
話
し
た
り
す
る

こ
と
以
外
の
活
躍
の
仕
方
も
あ
る
ん
だ
と
知
り
、
自
分
な
り
に

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
／
4０
代
／
男
性
）
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Vol.86  タンザニア

小さな農園育ち、アフリカの黒真珠

©Yuki Asada

自然農法で大切に育て上げた良質な豆は、農家の自慢。
豊かな香りとコクを生み出す

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

Ta
nzania

DECEMBER

2015. NO.86

　アフリカ最高峰キリマンジャロ山を望
む東アフリカの大国、タンザニア。ここに
はキリマンジャロのほかにも、極上のコー
ヒーを生み出す町がある。
　タンザニア北部、ビクトリア湖西岸に位
置するブコバの町は、昔からコーヒーの
名産地として知られている。ゆでたコーヒ
ー豆が定番のおつまみとされるほど、
人々の生活に浸透しているのだ。この地
域では、「手と目の届く範囲」の小規模農
園で、今も昔と変わらず無農薬・有機栽培
でコーヒー豆を育て、手摘みしている。
　株式会社バラカが輸入するのは、そん
な上質な豆だけで作られる、ぜいたくな
インスタントコーヒー「カフェアフリカ・バ
ラカ」だ。同社の品選びの根底には、安い

原材料ではなく付加価値の高い加工品を
輸入することで、タンザニア経済の発展に
寄与したいという島岡強会長の思いがあ
る。今ではコーヒーのほか、紅茶や芸術
品など、取り扱う品目の幅も広がった。
　営業部長の安齋晃史さんは、「アフリカ
というと戦争や貧困のイメージが強いよ
うですが、現地で作られた製品を通じ
て、日本の方々にもアフリカ文化に関心を
持ってほしいんです。それが、同時に現地
社会のためになればと思います」と話
す。
　収益金の一部は、タンザニアの子ども
たちの文房具や芸術家の支援、柔道をは
じめとするスポーツの活動支援などに使
われ、現地で笑顔を呼んでいる。

★商品は「バラカ」オンラインショップ
　 （http://africafe.shop-pro.jp/）でも購入可能。

★以下の品をそれぞれ１人にプレゼント！
　 ・タンザニア産のコーヒーとスパイスのセット
　 ・タンザニア産の紅茶とコニャーギ（お酒）のセット
　 ・タンザニア産の手織りストール
　  →詳細は38ページへ

タンザニア

ブコバ
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　「アフリカのコンゴ民主共和国を取材
して、人道とは何かを問い掛けるような
漫画を描いていただけませんか」
　赤十字国際委員会（ICRC）駐日事務
所の方からこのようなお話があったの
は、２年前のことです。これまで、ビジネ
スの現場などを舞台にした漫画を手掛
けてきた私は、もっと社会に貢献でき
て、世界に打って出るような漫画を作り
たいと常々感じていました。そんな私の
思いとまさに合致し、今回、取材に行くこ
とを決めました。
　とはいっても、行き先は今も紛争が続
く危険地帯。準備のために予防接種を
受ける際には、何度も医師から渡航をや
めるよう説得されました。開発途上国に
行くこと自体が初めての私にとっては、
悩んだ末の大きな決断でした。
　そして昨年11月、現地で深刻な問題と
なっている「子ども兵士」と「紛争下の
性暴力」を取材のテーマとして定め、コ
ンゴ民主共和国に入りました。子ども兵
士の更生施設を訪問した際には、現在
は施設のスタッフとして働く元少年兵の

男性に話を聞きました。印象に残ってい
るのは、武装集団が子どもたちを兵士に
する手口です。わざと少年だけを生かし
て村を全滅させ、「家族を殺した本当の
敵は別にいる。私たちと共に戦おう」な
どと言いくるめ、銃を持たせるのです。
最前線で奇襲攻撃をさせたり、スパイ行
為をさせたり、大人たちが自分の身を守
るために少年兵を利用しているという実
態を聞き、なんて卑怯なんだろうと心が
痛みました。
　ICRCは、そんな子ども兵士の更生施
設の運営をサポートしていました。他に
も、性暴力を受けた女性に対するカウン
セリング、病院の運営、物資の配付など、
戦争下で被害にあった人たちに救いの
手を差し伸べています。
　ICRCの基本理念は、常に中立・公平
であるということ。しかし、それは決して
無関心ということではなく、両者の言い
分を徹底的に聞き、両方の被害者を分
け隔てなく救うということです。私は、そ
の姿勢に深く感銘を受け、過酷な戦争に
よって被害を受けている人たちがいると

いう現実について、遠い世界だと思わず
に意識を広げていくことが大切だと感じ
ました。
　今回の約２週間の取材を基に書き下
ろした漫画が、『14歳の兵士ザザ』で
す。途上国での取材を経験し、これから
も政治や国際情勢などの問題について、
漫画を通じて発信したいという思いが強
くなりました。
　漫画には、活字だけでは伝えることが
難しい現場の雰囲気や残虐さを、読み手
が受け入れられる形で描き、引き込む力
があります。その良さを生かし、“ジャー
ナルコミック”としての新たな可能性を開
発していくことこそが、漫画脚本家であ
る私が世の中のために貢献できることだ
と信じています。

私の 漫画で世界の今を伝える

漫画脚本家   大石賢一

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

O I E 
東京都出身。民間企業勤務を経て、『HOTEL』で漫
画脚本家デビュー。その後も、『STATION』『朝倉く
ん、ちょっと！』などのヒット作を生み出し、ドラマや映画
などで映像化される。昨年、赤十字国際委員会
（ICRC）との漫画制作企画の一環として、コンゴ民
主共和国を取材。人道をテーマとした漫画『14歳の
兵士ザザ』（詳細は37ページへ）の原作を手掛けた。

Oishi Kenichi


